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“ストップ ザ ＢＳ崩壊！！” 
―よみがえる団へのバイブルに！― 

 

 
 

 

―創始１００周年を機に全組織を挙げて”逆スパイラル現象“に歯止めをかけようー 

 
< 日本連盟 教育本部 平成１７年度・１８年度組織拡充委員会事業の総括報告 > 

 

平成１９年３月 

 

ボーイスカウト日本連盟 教育本部 

組織拡充委員会 
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全国２７９１名の団委員長の皆様へ 

 

｢団の炎は燃え盛っていますか！｣ 燃え盛っている団、オキがやっと点いている団、燃え尽きそうな団、若木で今は小さい炎だけれど間

もなく燃え上がるであろう団・・・・。全国の団・地区・県連盟の皆様が、スカウティングの火を燃え盛るよう日々の活動でご努力されて

おられますことと拝察申し上げます。 

我々、日本連盟組織拡充委員は与えられた２年間という極めて短い任期ではありましたが、お陰様で合計１１回の事業を通じて全県連盟 

の実に８７％に相当する４１県連盟の皆様と組織拡充に関する真摯な対話を行うことができました。 

この全国の関係者との議論を踏まえて、よみがえる団へのバイブル「ストップ ザ ＢＳ崩壊！！」を纏めさせて頂きました。各団におか 

れましては、自団の活性化にご活用戴ければ幸いでございます。  

 

火を絶やさぬ為に薪を！ スカウティングを絶やさぬ為にスカウトを！！ 

 

日本連盟教育本部組織拡充委員会  

委員長 渡邊富昭 

 

 

スカウトの激減現象が一向に止まりません。 このままでは１０年後に更に半減してしまうと心配される重鎮がおられます。 最盛期の

昭和５８年度に１団平均６０名であったスカウト数が、ついに４０名(標準団は６８名)になってしまいました。(表ｰ１参照) 

この数が更に半減するということは、当然の帰結としてスカウト教育の基本である班制教育の崩壊と財政破綻を意味しています。つまり、

「スカウト数減少！→スカウト教育効果減少！→財政窮乏！→指導者のやる気減退！｣⇒『スカウト数の更なる減少！→スカウト教育効果の

更なる減少！→財政の更なる窮乏！→指導者やる気の更なる減退！』と、逆スパイラルにどんどん陥っている訳です。 

世界で最も優れた青少年健全育成運動とされているボーイスカウトであるにも関わらず、理事長、常務理事、教育本部(総)コミッショナ

ー、組織拡張(総務)委員長、事務局長など日本連盟の最高責任者が家庭や仕事や場合によっては命を縮めてまでも尽力されて来たにも関わ

らず、逆のスパイラル現象に歯止めがかからないのは何故でしょうか？(表ｰ１参照) 当委員会発足当初からこの点に注目して分析をしてき

ましたが、その結論は、永年の組織疲労が蓄積した結果、 
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● 日本連盟を構成するあらゆる組織（団・地区・県連盟・日本連盟<奉仕者・有給者>）のベクトル合わせが、残念ながらできていない

のではないか？ 

 

● 日本連盟を構成するあらゆる組織の経営資源（人→団委員を含む指導者、物→ボーイスカウトノウハウ・施設・設備など、金→財政）

の適正な配分が、残念ながらできていないのではないか？ 

 

ということであります。 

 

 では、我々組織拡充委員会は、与えられた２年間という極めて短い任期中に何を為すべきか？ということでありましたが、「かい(櫂)より

始めよ！」のことわざに従って過去の因習に囚われずに果敢にできることから始めていくことになりました。 

 それが、「団を束ねる県連盟の組織拡充責任者他の関係者と同じ目線で胸襟を開いた真摯な対話を段階的に実施して、その対話の中から、

“ストップ ザ 逆スパイラル策！”つまり“ストップ ザ ＢＳ崩壊！！”策を抽出し、整理して公表すること」であります。この２年間に

合計11事業を実施し、全県連盟の実に８７％に相当する４１県連盟の関係者(表ｰ２参照)と対話をすることができました。 

 

 

― 県連盟組織拡充責任者他の関係者と日本連盟との真摯な対話の場 ― <合計 11回・４１県連盟 ８７％> 

  ①平成１７年度全国組織拡充セミナー(平成18年1月) ②大分県連盟訪問(平成18年1月) ③平成18年度全国大会テーマ別集会（平成18年5月） 

  ④愛知連盟訪問(平成 18年 6月)  ⑤１４ＮＪ組織拡充ブース(平成 18年 8月)  ⑥京都連盟訪問(平成 18年 9月) 

 ⑦奈良県連盟訪問(平成 18年 12月)  ⑧秋田県連盟訪問(平成 18年１２月) ⑨福岡県連盟訪問(平成 1９年1月) ⑩栃木県連盟(平成 19年 1月)  

⑪平成１８年度全国組織拡充セミナー・宇野真之氏講演(平成 19年 2月) 

 

その結果を一言で申せば、次の３点に要約されます。 

■２７１９個団の奮起に期待する以外になく、全国の団委員長がベクトルを合わせ、仲間意識と危機意識を強めてスクラムを組もう！ 

■団は、スカウト教育の基本に戻り、充実した班制教育に基づく進歩制度と絶対評価教育を確実に実行しよう！ 

■日本連盟・県連盟・地区は、組織をスリム化して“小さな政府”を目指し、有為な人材を団に戻そう！ 財政基盤を健全化しよう！ 
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これらをカテゴリー別に代表的な内容を整理したものが次の表です。 

１．スカウト中途退団抑止策 

① スカウト教育の基本に戻り、充実した班制教育に基づく進歩制度と絶対評価教育の確実な実行。 

② 時代のニーズにマッチした一貫したプログラムの展開。(教育研究所を新設して専門家による継続的研究を実施) 

③ 団が公認した｢休隊制度｣の活用と部活や塾と共存する教育システムの開発。（教育研究所による前項目同様の研究） 

 

A. 

加 盟 員

激 減 歯

止め策 ２．新規スカウト確保策 

① ｢新入団員募集説明会｣を定期的、かつ、ひんぱんに開催！ 

 

B. 

組 織 活

性化策 

① 地区･県連盟･日本連盟は小さな政府を目指す。そして有為な人材を団に戻して団の活性化に寄与して頂く。 

②  地区･県連盟･日本連盟の団に対するサービス量の最適化を図る。(過剰サービスの排除。必要なものを必要な時期に必要な 
  ところに！） 

③  地区･県連盟･日本連盟作業の適正な分担を図る。(重複サービスの排除) 
④ 地区･県連盟･日本連盟の財政悪化が致命傷になって組織崩壊を招く。リストラ再編成が急務。 

⑤ ｢費用対効果｣の徹底。（加盟登録費に見合ったサービス） 

⑥ 情報伝達の正確さとスピ－ドの向上。世の中の流れに背を向けないで ICT化を加速。 

⑦ 日本連盟に有給雇用者による｢ＢＳ教育研究所(仮称)｣を設置し、継続的な研究成果を団にフィードバック。 

 

以下に、１１事業での対話の中から主な意見を収録した｢県連盟組織拡充責任者他の関係者と日本連盟組織拡充委員との対話抄録｣と、

平成１８年度全国組織拡充セミナーの｢基調講演録｣(日本連盟組織拡充委員長として成果を挙げられた宇野眞之氏<表－１参照＞)を参考資

料として添付しますのでご多用中のところを大変恐縮ですが、是非ともご一読戴くと共に貴団の団会議や団委員会議の参考に供され大い

に活性化に役立てて頂きたく存じます。尚、日本連盟スカウト運動推進委員会編纂による｢新アクションプラン｣も併せて積極的に活用し

て頂きますようお願い申し上げます。（｢新アクションプラン｣は、日本連盟ＨＰに掲載され、ダウンロード入手できる予定です） 以上 

 

日本連盟教育本部組織拡充委員会  委員長 渡邊富昭(愛媛) 

委 員 阿南國康(大分)・河内正美(群馬)・西村伸次(京都)・森屋 啓(千葉) 

事務局  吉田友訓 
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県連盟組織拡充責任者他の関係者と 

日本連盟組織拡充委員との対話   

抄 録 
①平成１７年度全国組織拡充セミナー(平成18年1月) ②大分県連盟訪問(平成18年1月) ③平成18年度全国大会テーマ別集会（平成18年5月） 

④愛知連盟訪問(平成18年6月) ⑤１４ＮＪ組織拡充ブース(平成18年8月) ⑥京都連盟訪問(平成18年9月) ⑦奈良県連盟訪問(平成18年12月)   

⑧秋田県連盟訪問(平成18年１２月) ⑨福岡県連盟訪問(平成1９年1月) ⑩栃木県連盟(平成19年1月)  

⑪平成１８年度全国組織拡充セミナー・宇野真之氏講演(平成19年2月) 

 

注：本抄録は、平成１７年度･１８年度の２年間に実施した上記の１１事業において、４１県連盟の関係者と対話をさせて頂いた中から主な

意見を抜粋収録したものです。 

 

 
平成１７年度・平成１８年度 

 

ボーイスカウト日本連盟 教育本部 

組織拡充委員会 
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Ａ．加盟員激減歯止め策  １．中途退団抑止策 

 

中途退団理由 

1．自団で｢中途退団の理由｣についての調査と分析を団を挙げて行なった。退団の原因は、①プログラムが面白くない ②隊長が嫌い ③部活やスポーツクラブが 

  忙しい ④（塾や自習の）受験勉強をしっかりやりたい⑤経済事情が許さない の５大要素であり、②や⑤の理由はなかなか表に出てこない。 

2．退団の根底にあるのは「スカウトの間に友情が育まれていない」ことである。スカウトの間に友情が育まれていれば、自ら退団を選択することは無い。 

3．部活や塾はボーイスカウトの競争相手ではないので、共存するための教育システムを開発しなければならない。日本連盟にＢＳ教育研究所を設置いて専門家によ

る研究をすべきではないか。 

 

班制度と進歩制度 

4． 自地区で調査の結果、菊や富士の進級スカウトの輩出率と中途退団には因果関係があることが判明した。換言すれば進歩制度と団の経営が密接にリンクしてい

る。すなわち｢確実な班制教育に立脚した実効ある進歩制度｣が中途退団抑止の最大の武器であることを再確認した。 

5．ジャンボリーへ参加したスカウトが班制度の充実感を体験して日常の活動でも希望しているが、実現が難しい。 

6．競争原理を導入し、各団による対班競点(ボーイＬＨＢ「対班競技」)を実施するとスカウトの出席率が上る。 

7. 富士章、菊章の進歩を達成しているスカウトには、どんどん与えるべきであり、また全員が取れるように指導すべき。後輩が先輩に憧れを持てる環境作りが大切。 

 

絶対評価教育 

8. ボーイスカウト教育の最重要なものに｢隊長と一人のスカウトとの関係における絶対評価教育｣があるが、それが行われずに単純な序列だけの｢相対評価｣になって

しまっているようだ。研修所や実習所でこのことの指導が削除されたと側聞したが、本当だとすればボーイスカウトは、自滅の道を選択したことになる！ 

9. スカウティングは｢落ちこぼれ｣を出さない教育活動であり、｢群｣で活動し｢個｣を育てる。 

10. 個性を伸ばす教育を推進し、皆がそれぞれの立場で見守る。 

 

休隊制度 

11.どんな親でも子どもが年少から青年に成長する間にボーイスカウトだけを一生懸命やる姿を求めていない。このことは自分の子供に置き換えてみれば当然のこと 

として理解できる。さすれば年代によって｢勉強に精を出す時期｣や｢運動を一生懸命やる時期｣があって然るべきである。そこで堂々と｢約束の期間、休隊をして

目的を達成して復帰する｣という団が公認した｢休隊制度｣が必要になる。 

12.中途退団抑止としての｢休隊制度｣について県連盟とか地区で制度の設置はあるのだろうか？ ｢休隊制度｣は団の会費、運営経費に影響してくる部分があるために

なかなか設定されない。 
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プログラム 

13.中途退団してしまう理由のひとつはプログラムが楽しくないからである。プログラムは集会毎の単発なものであってはならない。どうやって進歩制度と結び付け

ていくか。最近の指導者は、カブブックや進歩制度を軽視している。 

14.スカウト全員で１００kmハイクの出迎えをしている。拍手で迎える後輩は「先輩のようになりたい」と思い、迎えられた先輩は自信と次への意欲が持てる。 

15 毎年５０㎞オーバーナイトハイクを班制教育の一貫として実施しているが、極めて厳しいプログラムであるにも関わらずスカウトの出席率が非常に良い。グリー

ンバー反省会でもスカウトが必ず来年もプログラムに取り入れることを決めている。これは、ボーイスカウトならではのチャレンジングでたくましいプログラム

の代表例であろう。指導者は、安全を理由に安易に待ったをかけるのではなく、如何に安全を確保しつつ実施するためのバックアップ体制を固めるかに力点を置

くべきで、当日は多数の指導者が完璧なサポート体制を敷くことを心掛けている。 

16.進歩制度にしてもプログラムにしても、３～４班あって切磋琢磨しないとつまらない。１コ班だけの活動では例えプラグラムが良くても「つまらない」と感じる。

子どもが多くいる班制度を充実させなくてはならない。 

17.楽しいプログラムとはボーイスカウトでないと出来ないプログラム。例えば、火を使う様なプログラムである。そういった面白いプログラムを提供するには、大

人がスカウトをしっかりとサポートすること。これが大人の責任である。各種届けを出すべき所にきちんと提出したりのフォローをしてあげることにより、子ど

もたちが一見危険と思える様なプログラムにもチャレンジできることになる。 

18.新規の加入者はあるが、中途退団者が多いために減少している。中途退団者は落ちこぼれではなく、興味がスカウト活動以外へ移っているのが現状。本セミナー

にはプログラム担当者の参加がないのが残念。先ずプログラムを大切に在籍スカウトの満足度を最優先にすることが中途退団の抑止につながると思う。 

19. 子供に夢と冒険を得させるにはどうすればよいか、という視点に立つべき。 

20.雪中訓練、富士青木ヶ原探険、川下り等のボーイスカウトならではのダイナミックな体験を提供している。 

21.スカウトでないと出来ないプログラムを提供する。 

 

ベンチャースカウト 

22.ベンチャースカウトがこの教育の成果であり、後輩達が憧れる姿になるようにプログラムを配慮すべき。 

23.ベンチャースカウトを活用し、全てをどんどん任せて前面に出していく。 

24.ベンチャースカウトを団行事(ＢＰ際、入隊・上進式)の司会･進行などへ積極参画させる。 

25.中途退団者抑止のためにはベンチャーに上進してからつまらなくて辞めていく子供が多い。その対策についての団内の会議で、｢ボーイ隊で折角班制度の面白さ

を身につけたのに、ベンチャー隊上進と共に解き放たれ、孤独と戸惑いから嫌になってしまう例が多い。そこで、ベンチャー初年は、ボーイ隊とベンチャー隊の

中間的な隊運営を行って徐々に解き放つことにすることを決め、早速実践している。 

 

ニーズ志向 

26.教育規定の｢一貫したプログラムに基づいて教育する｣の内容が、もはや時代のニーズにマッチしていないのではないか？ 
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27.各県連盟での調査結果も突き詰めてみれば中途退団の大きな理由が保護者と隊リーダーの関係、連携の悪さであり一般社会で言えば｢消費者動向の把握｣が立ち遅

れているからではないか。 

28.現代は、商売でも何でもニーズ志向でなければ生きてゆけない。その点ボーイスカウトは、未だにニーズではなくシーズ志向でやっているのではないか。 

 

頑張らなくていいから、具体的に動けばいいから！ 

27.組織拡充に関して新規加盟者は何とか獲得しているので中途退団抑止問題を重点的に議論する必要がある。なぜ続けないかは、活動がスカウトにとって魅力が無

く楽しくないから、が大きな理由である。団や隊は短・中・長期の簡単なことでいいから目標(施策、目玉商品)を定め、それを確実に実行することである。先ず

行動すること⇒『頑張らなくていいから、具体的に動けばいいから！』というある著名人の言葉がスローガンになるだろう。まず出来る目標を定め、動くことが

重要である。 

 

地域で一緒に幸せに 

28.保護者連絡網の構築。親を巻き込む。親を巻き込んで「地域で一緒に幸せになろう」がテーマにならないか。 

29.｢保護者・近所の人・皆で幸せになろう｣が合言葉。地域との連携も独善的な連携でなく相手の身になっての連携が重要。 

 

Ａ．加盟員激減歯止め策  ２．新規スカウト確保策 

 

逃げ口上 

1. ｢子どもがいないから集まらない!｣と言うのは団委員長の逃げ口上である。子どもは集まる所には大勢集まっている。 

 

ビーバー入隊時期 

2. ここ毎年約500人もの減が続く。追加登録申請が全く無い。最近効果があった対策としては｢１００ある失敗を語るのでなく、成功例を増やそう！｣の実施。各地

区エリア、特に郡部において地域に根ざした対応として視聴率が高いケーブルテレビのＢＳ取材を積極的に受けたことからＢＶＳやＣＳの新規加盟数が増えてき

た。又、理由は不明だが女子の加盟はなぜか３～４月が多いこともあってプログラム年度の９月開始が合わなくなってきている。募集は４月の方が効果があるの

で、ＢＶＳやＣＳの募集は３～４月のランドセルが目立つ時期にスカウト展を開催するなどしている。現状の問題点を挙げれば、地区の停滞、情報の遅延、指導

者の質的低下、団委員長の資質・仕事内容の問題、上進率低下などがある。今年の継続スカウトにアンケート調査を実施して実態を把握していく予定。これでプ

ログラム内容や人とお金の問題を明確にしたい。その他掛け持ちの○○長役務の問題があり、硬直化の要因として是正を実施中。なかなか成功事例もなく苦労し

ている。 

3. BVSの入隊問題は現在幼稚園年長組の入隊は９月からであるが｢準会員｣の柔軟な組織なら４月からの設定として９月までの加盟員登録前の｢青田買い｣も可能とな

る。そうすれば共済制度にも加入できるので事前キープが可能となる。 
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新規スカウト募集 

4. 新規入隊を獲得する営業ツールは｢母親の口コミ｣が最大の要因である。 

5･所属県連盟ではモデル県連盟の指定を契機に｢どのような募集展開を行えば子供たちを集められるか？｣の協議を行い、チラシの配布にしても事前に正確な情報を

集め、地域や地区を限定し実施した。結果、けっこうな反応があった。先ずボーイスカウトが活動し、募集も積極的に行っていることを地域に見せていかないと

効果は現れない。 

6.募集活動は、スカウト活動のＰＲにもつながっている。団や地区で配布するパンフレットはソースの共有化によってコストダウンが図れると思うので相互協力したい。 

7.日本連盟は、加盟員募集について具体的にどんな施策をやっているのか？何もしていないのではないか？世界ジャンボリー招致に多額の資金を当てるそうだが、その資金 

を募集に使って、ボーイスカウトの認知度を高め加盟員増加に最大限の努力をすることを優先できないのか？マスコミを使ったPRや団が使うチラシを無料配布するとかやる

べきことは沢山あるのでは。 

 

入団説明会に補助金 

8. 口コミ、広報誌、チラシ。ポスター、ＨＰなどの募集ツールを最大限活用しても入団説明会を定期的、かつひんぱんに開催して獲得のための詰めを行わなければ、

｢効果的成果｣は得られない。自県連盟では入団説明会のひんぱんな開催促進を目的として補助金を出している。 

 

学校区 

9. 団の募集区域と学校区問題について｢学校区指定制｣が良いかフリーが良いか｣の論議をしているが、地区では｢入団者側に選択させるべきであり、団は魅力のある

団作り努力の競争をすべきである｣との意見であった。今の時代は商売でも役所でも需要者側に選択権がある訳でこの世論に背を向けることは出来ない。団同士

の、良い意味での競争原理が働かないと前進しないし、汗をかかなくなる。 

 

Ｂ．組織活性化策  １．団活性化策 

 

組織・団委員長 
1.団の活性化のためには、まず現状分析をしっかり行う必要があり、本日配布した｢新アクションプラン｣を活用してほしい。本日資料で配布した団活性化の成功例

の中には隊にも組織拡充の役割を持たせている団もある。是非参考にしてほしい。 

2.団委員長は孤独であり一人悩むことが多い。よって、団委員長同士が横の連携を保ち同じ悩みを共有する者として日本全国の団委員長が連携することにより、モチベーショ

ンを高めることが出来る。団委員長の全国大会を恒常的に開催しては如何か？ 

3. 団委員長のモチベーションを上げる方策として団の統合を行っている。人数の少ない団に班対抗の面白さをわかってもらう為には統廃合も必要である。 

4. 団委員長は、スカウトの理念･目標と自己実現のベクトルを一致させること。つまりモチベーションマネージメントが出来れば遣り甲斐に繋がるのではないか？ 
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5.加盟員が23年間連続マイナスという連続右肩下がりの沈滞ムードの元では、地区や県連盟のデータを突きつけ督励する手法では効果は生まれない。個々の団の自

覚と奮起以外に逆スパイラル現象に歯止めをかける方法はない訳で、今こそ全国の団委員長がベクトルを合わせて仲間意識と危機意識を共有してスクラムを組む

ことが極めて重要ではないかとか。 

6.所属する団では組織拡充面において中途退団の抑止は隊指導者、新規加盟員獲得は団委員と、明確に役割分担をして対応している。そのためには、団委員数が欠

如すると新規獲得がままならなくなる。 

7.団の運営を教育と経営に分けて経営問題は団委員を積極活用している。そのためには団委員のモチベーションを高めなくてはならないが、日本連盟が団委員にも、

遡って特別年功章を授与することになったことは朗報である。今年度のかっこう章も「団一筋」の方が大勢授章されたように見受けられ従来上部組織の奉仕者優

先であった方策を大転換されたのではないか？これらの有功活用により更に団委員を戦力として活用したいと思う。 

8. 自団で試算の結果、スカウト数１００人の団を経営するために必要な年間総作業時間が約１５，０００時間であった。これを相当数の指導者(団、隊)で分担して

いる訳であるが、内３０％以上は教育以外にかかる時間数である。｢健全なる団経営のためには団委員の有効活用が不可欠｣であることが歴然としている。団委員

の有効活用が図れない団は隊指導者が教育以外の作業時間を多く取られて肝心な教育が疎かになる。 

9. 出て来ない団の参加促進策→団委員長の｢こだわり｣を刺激する→ 出前研修会で乗り込んで行く 

10. 班制度が行えないところでは、団委員長の主導で団を越えた合同隊での活動も実施している。 

11. 団委員長のラウンドテーブル･交流会を開催し、相互のコミュニケーションを図っている。 

12.｢この運動の基本は団である｣を前提に、団として団委員長を中心に運営ができているか？ 団委員会の組織がちゃんと機能しているか？ その部分がしっかり構

築されていないと進歩も組織拡充も駄目。活性化のためにはどのような対策を構築し、何を行うのかを討議すべき。 

13.古手の団委員長に問題が多い。｢絶対に退任しない｣と宣言している人もいる。団委員長の強力なリーダーシップが今こそ必要であるのに困ったものだ。定年制を

引くことにして県連・地区役員を７０歳と定めたが、団委員長のところでストップが掛かりそのままになっている。 

14.｢安定した新入団員需要があった時代の団委員長は“さしみのつま”で良く、良い指導者を作ってさえいればそれなりの成果を上げることが出来た。現代の厳し

い経営環境にあっては団委員長こそが経営的センスを持って率先垂範で組織的に団を引っ張っていかなければならず、いちばん汗をかいて背中を見せなければな

らない。｢そんなハードな任務は無理であろうから汗の量が少なく栄誉あるポストに就いていただきたい！」という理屈で問題団委員長には降りて戴く。 

15.有能な人材でも県連盟や地区などの役務に時間を取られていると基本である自団への対応が疎かになる。団委員長に専念すべき役員が多いのではないか？ 

16.組織は団が中心であるにも関わらず、団経営実務教本がない。目的やコミニュケーションを如何に作るかが課題（大人同士、役割、パフォーマンス、チームワークなど） 

 

ステップアップ１００ 

17.｢ステップ・アップ１００運動｣を県コミや団担当コミの具体的な取り組み策として実施した。難しいとの意見が多かったが、真面目に取り組んだ団では成果が出

ている。やはり議論より先ずは取り組むということが重要である。 

 

 

 



- 13 - 

財政 

18.登録料、共済掛金、年間活動費等経費負担が多くなり退団するケースがある。活動場所も郊外が中心だと移動費がかさむ。以前は幽霊隊員もいたが共済運用により実人数

での登録が必要となり、それが原因で人数が減ったことも現実。 

19.県連盟の状況として、都会のある県とは異なり、財政的にかなり団が疲弊している。地元団を離れるＲＳの登録も今までは一時的に団が負担できていたが、団加盟員数減と

ともに賄えきれなくなり、｢出費を抑えたい、お金は出したくない」という考えから、日本連盟登録料も抑える方策を検討するようになってきた。登録でも今までは申請していた

「登録できる者」を申請しなくなり、加盟員数も減ってきている。 

20.財政的に苦しくなる場合は「出費を抑えるのではなく、人を増やす方策を考える！」という考え方が必要である。登録料は組織の上納金である。加盟員は登録料に見合った

サービスの提供を受ける権利がある。一方で上部組織はサービス過剰の状態にあるのではないか？「日本連盟がなぜ必要か？ 団や隊の活動において日本連盟の存在

意義は何か？ 無くなったらどんな影響が出るのか？ 隊のスカウト活動に影響はないか？まで考えておかなければならない事態に至ったと思う。そのシミュレーションをし

た上で、矢張り組織として必要と判断するなら登録料をきちっと払ってそのサービスを積極的に利用すべきと思う。 

 

指導者 

21.ともすると訓練課程の修了者は型に従うことを重視して応用が出来にくい。指導者の資質は資格より能力を重視することが大切。定型訓練の未修了者であっても、

能力がある指導者を登用し、不足するスカウト活動の規範にかかわる部分についてはトレーナーがサポートし、県はマーケティングのサポートを行っている。 

22.強制で無く自分に都合が良い時なら喜んで参加する人はいるはずである。これらの部分をＢＳでも整理して吸収したい。 

23.指導者の高齢化を防ぐ対策はスカウトの保護者を獲得することが効果的で、特に女性指導者はネットワーク・フットワークが良い。 

 

スカウトクラブ 

24.自県連盟ではスカウトクラブは常に「団と一緒」の活動を基本としている。団の保護者を対象とした１泊２日の「団のつどい」という行事をスカウトクラブ員が主導して開催して

いる。あくまでスカウトクラブは団の支援役。日本連盟や県連盟はもっとスカウトスラブの設置を広めていただきたいスカウトクラブは団とは制約部分が違うのでもっと広い気

持ちでスカウト運動の支援役に徹するべきではないか。 

 

意識改革 

25.保護者は、ボーイスカウトが教育活動であることの意識が欠けていて、子どもを「ただ預けているだけ」思っているものと感じる時がある。ＢＳは「教育」とは認知されていない。 

26.指導者も保護者も、「意識改革」をしていく必要があるのではないか。 

27.受験の際に経歴書で「ＢＳ経験者」であることを評価されないから誰も記入しない。自分の反省も込めてこれが実態。 

28.自分の息子が就職先の会社について、「僕は、履歴書にボーイスカウト経験者と書いたので受かったのではないかと思う」と言っていた。何故ならば、面接での質問の殆ど

はボーイスカウトに関わることであったので。 
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Ｂ．組織活性化策  ２．地区活性化策 

 

組織 

1.自県連盟では、現在県内１地区平均１１コ団。大きい地区は１８コ団で小さい地区は５コ団という状況。この差があると同じ地区運営方式ではやっていけない。

基調講演で宇野氏の言われる｢２９名以下の危篤団｣が十数コ団もある。地区の適正団数規模とは何コ団なのか？現状地区役員数が１地区最低２０名は存在する。 

2.県内２０以上あった地区をマイナス７地区に再編した。加盟員減を懸念しての対策。地区の統合で実施後エリア拡大になり｢会議が遠くなる、連絡も上手くいかな

い、役員の役割も減る｣等々反発も多かった。地区の再編は、人間関係で持っている組織だけに非常に難しい。しかしやらなくてはならなかった。 

3.あるブロックの県連盟は地区を無くしたいという希望がある。隊長＋コミッショナー等、1人何役もしなくてはいけないので、団の活動に専念できないから。 

4.もしも県連が無くなったら？ボランティアの職員では仕事するのにも限度がある。同じように、地区が無いよりも在った方が良いのではないだろうか。 

5.この運動は団が主体である。それには地区が活性化しなければ団は活性しない。県連盟はもっと権限を地区に委ねてスリム化すべきであり、それが、地区活性化

につながるのではないか？ 

6.地区再編を進めるべきであり、地区の特性を生かした地区づくりが重要。 

7.自県連盟では地区委員長で「企画財政委員会」を編成し意見を集約することで成果を挙げている。 

 

加盟員 

8.ある地区で退団の実態調査を行った。理事会開催の都度毎年の団審査報告を行って入団者より退団者が多い実態を示し、退団率２０％の状況を超えたらどうなる 

かの危機感をあおった。（退団状況に改善を行うため実態調査でなぜ辞めたのかの追跡調査も行う）。実態調査を行った地区は一時期、退団率が増えたものの、 

その後は減少に転じ平成１７年度は１３％にまで回復した。 

 

地区幹部の姿勢 

9. 教育規定には団委員長の資格に｢品性と～｣と明確に記載されている。地区委員長など地区幹部も｢おきて｣をちゃんと実践しているのか？ 得て不得手はあろうが、

適材適所で出来ないなら交代すべき。地区委員長は団の意見を集約して県連盟へ届けるのが重要な任務なのに理事会で発言が無いのはなぜか？言うべき意見を自

分自身が持ち合わせていないのか、地区の意見を集約していないのかということになる。 

 

団担当コミッショナー 

10.情報の共有化が出来る風通しの良い団を目標に、団担当コミッショナーを活用している。県連盟としては団担当コミッショナーの支援を行っている。 
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11.慢性的な人材不足により団担当コミッショナーが機能していない地区が大半である。そういう地区は、この制度が無い時代には地区委員長や組拡委員長が協力して問題団

への団訪問等の対応をしていたが、この制度を作ったがために「団担当コミッショナーの仕事！」として誰も何もやらないために地区としての対応が停滞してしまったところ

が多い。宙ぶらりんのままで時間だけが過ぎて行くという悪弊が実情ではないか？  

 

支援組織構築 

12.自地区（１４コ団）では、スカウト７クラブとは別に「○○地区友好会」という組織を立ち上げた。会員数＝１５０名（各団で１０名の会員を募ることにしてい

る）。平成１６年度設立。目的は「ＢＳの目的に賛同する人＝商店、会社等の個人、に支援・協力をしていただく。年会費は１０００円。会員証を発行し地区機

関紙を配布、総会も開催している。 

 

スカウト展に補助金 

13.各地区実施のスカウト展に、県連盟が費用を補助している。 

 

イベントプログラム 

14.地区キャンポリーやラリーの位置付けを明確にするため、開催するプログラム等は、｢団ではやれないことを地区がやる｣｢県連盟では地区がやれない内容を｣とし

て設定した。実施は定例化し毎回内容を変えて行うことを徹底した。 

 

Ｂ．組織活性化策  ３．県連盟活性化策 

 

組織 

1. 自県連盟は、日連の組織改革に併せ６委員会を４委員会に再編した。地区にも今年から同様の体制を採らせた。今までは県連盟で総務委員会を開いても、内容を地区委

員長から団委員長へ行くだけの上意下達的一方通行であったが、今は、各地区の総務委員が情報を集めて集約し、これを県連盟の委員長会同や常任理事会、理事会へと

上部組織へ向かっての報告を行うようになった。 

2. 地区統合を含め以下の改革を行った。 ①組織改革の推進役は県連盟本部と県コミッショナーが担当する 

②県連盟の４つに統合した運営委員会の委員は全て地区代表理事が就任し、４委員長には県連盟の学経理事が就任した。これらの処置により、地区、県連盟委員会、県連

盟理事会が１本につながり、人員面や経費面のスリム化ができた。この４委員会で全ての問題を協議している。 

・以前は２０以上の地区で６委員会づつあったので支給交通費だけでも大変だった。４委員会になって地区委員長委員（６人前後）の協議で意見も集約でき、再検討もすぐ 

に行える ようになった。 

・反対はあったし、他に知識や経験を有する人材も居たが敢えて断行した。平成１８年度を「移行期間」と位置付けてスタートしたが、合言葉は「次回１５ＮＪ開催までに１万人 

 に増やそう！！」である。「増やそう」という意識で推進しないと絶対に増えていかない・・・。 
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3.県連盟理事長が交代し、組織の再生を行っている。刷新には世代交代が必須であり、今が好機と捉えて努力中である。 

4. 当県連盟では、理事会の構成を見直しして理事を１５名削減した。反対は強かったが敢えて断行した。 

5.宇野先生の講演を聴くのは良い事であったが、聴くだけでは先へ進めない。今回の講演を聴き県連へ持ち帰ってどうするべきか？ どのような対策を講じるべき

か？を真剣に検討したい。 

6. 体質改善は長期のスパンで考え、対症療法で早めの解決を図る 

 

運営 

10. 自県連盟では、総会への出席は義務であるとして開催案内をしているが、必ず出席頂くからには単なる情報伝達会議ではなく、楽しんで出席頂けるように努力している。

同じことがラウンドテーブルでもできるのではないか、情報伝達はメールで、広報はＨＰで処理し出席者へはスキルアップや問題解決のために集まって欲しい。 

11.県連盟の具体的対応・地区の現状を地区代表理事らと共に把握して出来る事から解決に着手する。 

12.自県連や地区は、団に対するサービスが過剰である。団が求めてもいないことをこれでもか、これでもかと押し付けて来る。｢必要なものを必要な時に必要なと

ころに｣提供することが肝要である。 

13.県連盟の具体的対応として、団・地区がしなければならない事と県連が支援できる事を明確に区分して重複しないように実行する。 

14.｢県連盟・地区のスタッフは育っているか?｣を検証しておくことが重要。その先に団があるので・・。｢団委員会、団会議を定期的に開催しているか？｣｢団委員会、

団会議で研修の時間を設けているか？｣を必ず確認するようにしている。その確認結果を地区の組織委員が集約し、県の組織委員会が集約することによって各地

区の状況を認識できるようになった。 

15.県連盟は足元を見て運営していく必要がある。理事会にしても地区代表理事と学経理事は立場が違い、「喧々諤々の討議」がなかなか出来にくい。理事会が具体

的な討議や検討の場になっていない場合が多い。 

16. 日連、県連盟、地区、のサービス業務を再検証し、重複している業務をスリム化する。それで得たエネルギーを団に振り向け、「団に有為な人材を還す」ようにしている。 

17. 言いっ放し、遣りっぱなしは絶対に駄目。イベント実施だけでも駄目。 

18.今の教育規定に問題があるなら、｢規定を変えよう！そのことを日本連盟に上程しよう！」という県連盟や地区のアクションがあっても良いのではないか？ 

19.ＢＳは、決して広域な活動ではなく狭域の活動である。地域に開かれた活動であるということをＢＳ側からもっと発信しなくてはならない。 

 

県連盟幹部の姿勢 

20. 県連盟内で正副団委員長の会合出席率がアップしつつある。組織の中では｢トップは名誉職｣と思われている。しかし、それは逆の話で、一番｢汗をかく｣必要が

あるのはトップであり、隊長がスカウトに｢背中を見せる｣のと同様に理事長も｢背中を見せる｣ことが大事だと思う。又、もっとＯＢを活用すべき。 

21.県連盟役員は、自らの在籍団を立て直すことを最優先に取り組むべきである。在籍団の組織拡充が困難な状況であるならば、県連盟役務を辞めて団へ戻ることを第 1 義に

考えて組織活性化に務めることとした。 
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22. 理事長の団が無くなったので、なるほどと思うと同時に役員こそしっかり自分の団を見なければならない。県連盟上層部の人の所属団こそが、運営にしろ教育

にしろ加盟員数にしろ、きっちりと範を示すべきと強く感じた。改善するためには、｢人を育てる｣指導者をどのようにして育てていくのかを考えなくてはならな

いと、強く感じた。 

23.自分が動かずして人は動かず！ 

24. 県連盟幹部による地区訪問は、新理事長体制になったので積極的に組織拡充のためのトップ訪問行脚を実行している。理事長・事務局長・組織拡充委員長の３

名で６地区中２地区を訪問し、具体的かつ突っ込んだ論議をしている。 

25.県連盟役員は自らの背中を見せるべきで、役員自らが自団の実績を上げるべきであり、｢これからの時代は、自団の実績が悪い人が上部組織の役員に就くべきで

は無い｣という考え方が大切ではないか。 

26.県連盟理事長や事務局長が積極的に地区や団訪問を実行することで来なかった団委員長も顔を出すようになった。県連盟もサービス機関として｢便宜を図る｣こと

を積極的に実行すべきである。 

27. 会合に出てこない団委員長に対する残された解決策は県連盟トップによる説得であろう。一般企業でも最後は「トップビジネス」で解決を図るのが常道であり、トップが出馬

してもダメならキッパリと諦めざるを得ない。県連盟の組織拡充委員会が努力してもダメなら県連盟トップの出馬を要請すべき。肝心なことは、｢トップの出馬要請をしたか？」、

換言すれば、｢ベストを尽くしたか？」である。 

28. 何をやっても出てこない団を引っ張り出すために、県連役員が地域団を訪問する。定期的に団委員長と県連役員の意見交換をする場をつくる。→小さな県連（政

府）⇔人材を団・地域に戻す。 

 

財政窮乏 

29.急激な加盟員減少により、当連盟は財政破綻の状態になりつつあり、｢無い袖は振れない｣に状態になってきた。日本連盟は、各県連盟の財政状況を把握し分析し

ておく必要がある。 

30.自県連盟は、一般会計が数年前から赤字に転落し、改善できる見通しが立たない。今では、有給事務員に対する給与の無理な引き下げや遅配が続いている。 

31.一つの事務局が幾つかの小規模県連盟の事務局機能を負担する方式は考えられないだろうか？このままでは、財政破綻で県連盟機能を閉鎖せざるを得なくなる。 

32.当県連盟は、補助金額が多額にあるために現時点は財政的に困窮していないが、いつまでも継続できるとは思えない。そこで、会費収入でバランスするような支

出規模にするべく、来年度から大幅な財政改革を断行する積もり。 

33.会費収入を少しでも補強するために、イベントのジャンバー等に入れるスポンサー企業を探したり、県連盟のホームページに、資金援助してくれる企業のバナー

を貼り相互リンクさせたい。この場合役所も対象として考えられる。 

34.専門学校の文化祭でパンフの企業広告を１口３千円で学生が依頼して回ったら３００万円集まったそうだ。県連作成の冊子等にも企業広告を載せたい。 

35.広告を依頼について、ボーイスカウトの知名度を向上しないとなかなか企業が魅力を感じない。 

36.県内のサッカー団体が企業を訪問して出資を募っている。１口２０万円、オフィシャルスポンサー３１万５千円。県内では、サッカー、バスケ、野球で同じ様な

事をしていてそれを参考にしたそうである。活動するためには資金が必要であるのでボーイスカウトも同じ様な働きかけをしたい。応援してくれる企業にはメリ

ットを与えたい。｢我々はボーイスカウト活動を応援しています｣とバナーをホームページに載せること等が考えられる。 
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講師活用 

37.団委員長会議等に他県連盟や日本連盟から講師を招き講演をしてもらうと新鮮で参加者が耳を傾ける。 

38.所属県連盟で｢団委員長の一人として｣の立場で組織拡充委員に「団委員長研修会」で講演をお願いした。他県連盟から講師を招くと新鮮で聞いてもらえた。講師

を変えるという方法は効果がある。 

 

情報伝達 

39.県連からの情報を、確実に団まで届くようにすることが大切であるが、情報が末端まで伝わっていない。一般社会ではIＴ化が浸透し、｢より早くより正確に！｣

は当たり前のことになっているのにボーイスカウトでは中高年の指導者の中にIＴ化に背を向ける人が多い。これからは、もっとIT化を進めなければならない。 

40.日本連盟からの組織拡充への働きかけが数箇所を中継して団まで届くと言葉も意味も形を変えていることが多い。県連盟も同様で情報伝達に時間がかかり、途中

で消えてしまうことがある。正確な情報を素早く伝達することが肝要であり、世の中で普及しているメールやＨＰ等の有効活用を加速するべきである。 

41.情報の流れが滞り、県連盟の情報が団まで届いていない現状であり、地区の統合や廃止も視野に入れて検討中である。人材と情報の流れをスムーズにしたい。ま

た、地区を廃止した県連盟で組織拡充が実現できているところもあり、他県の情報も集めて検討を行うことにしている。 

 

新規加盟員募集 

42.これまでの減少は、実際の活動に参加していない架空の登録者を整理したことによるもので、現状が実数である。現状を出発点にして、組織拡充に取り組むこととした。また、

これまで組織拡充は総務委員会の下部組織であったが、今後は独立して組織拡充に取り組む。 

43.県内のスカウトサイトマップを作成し、ボーイスカウト活動が空白地域の行政に対し新団設立を呼びかけている。 

44.加盟員の拡大施策は、既に１５年前から提案されている内容である。やはり質と量は両方大事であり、質の向上も重要である。現場の隊活動でも安易なプログラ

ム展開で質の追求をおろそかにすると減少につながる。子供たちに魅力ある活動の提供も重要であると考えている。 

45.県連盟コミッショナーの中には｢数より質である！｣と公言してはばからない人が多い。今の時代にあって呆れるばかりである。こういう指導者にも｢数の重要

さ！｣を認識させて何とか増員に励んでいきたい。 

 

傷害共済制度と登録 

46.共済制度の発足に連動して、いわゆる幽霊会員の整理を余儀なくされたことによる減員が想像以上に存在するものと思う。 
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Ｂ．組織活性化策  ４．日本連盟活性化策 

 

組織･運営 

1.｢広義の日本連盟｣は、加盟員全員を含まれるが、｢狭義の日本連盟｣は、理事、評議員、教育本部員などの｢ボランティア集団｣と、有給雇用者である常務理事以下の事務局

員のいわゆる｢プロ集団｣で構成されているが、この両集団の｢責任と権限｣が極めて不明確であるように思う。公益法人の場合は、国の指導によりどこでも共通の責任体制が

なければならない筈だが？ 組織拡充一つをとっても何の施策も決まらないし何も前進していない。｢責任と権限｣にメスを入れないで、｢狭義の日本連盟｣全体がいつまでも

｢小田原評定｣を続けていると財政破綻を契機として好むと好まざるとに関わらず組織が崩壊するのではないかと危惧している。 

2.日本連盟理事会の委員会と教育本部の委員会、ボランティア委員とプロの事務局員の｢責任と権限｣「職務分担」を明文化した資料を見せて欲しいと頼んだら、「そのような資

料は存在しない」と言われた。それらが明確化されていないということは、｢責任がなければ、権限もない｣「何をやっても良ければ、何をしなくとも良い」ということになる。 

3.常務理事・事務局長以下のﾌﾟﾛの集団に｢権限と責任｣を集中させ、理事会・評議員会・教育本部は、その評価と決済をするだけの仕組みにすべき。 

4.宇野氏の基調講演を聞いて、｢そうだったのか、なるほど!｣と思う事が沢山あった一方、「このような話をする人が日本連盟組織に居るに何故現在のような事態に

なってしまったのか?」という不思議な気持になった。自分達も見つめ直さなければならないが組織的な体質改善が絶対必要。 

5..宇野先生の講演では｢このままでいけば加盟員が１０年後に更に半分になる｣と言われる。２３WSJ の招致活動も結構ではあるが、８年後には既に１０万人を割ってしまってい

ることになる。日本ジャンボリーは加盟員増員効果に繋がらないことが過去のデータが示している。この辺を日本連盟はどのように分析判断しているのか？ 

6.日本連盟に奉仕するボランティア指導者は、ボーイスカウトについてはそれなりの見識を持っているだろうが、財団の経営や組織の企画や財政の専門家ではない。

ボーイスカウトについても知見が深いと言っても青少年教育の専門家ではない。そこのところを謙虚に判断して専門家に委ねる姿勢があっても良いのでは？ 

 

県連盟･地区･団との役割分担 

７．組織拡充における実際の役割りとしての｢実行者｣｢支援者｣｢仕組制定者｣｢方針策定者｣について、団・地区･県連盟･日本連盟の分担を明確化することと、認識を共

有することが肝要である。次の通り例示する。 

①唯一団が｢実行者｣であり、県連や日連はその支援者である。 

②日本連盟は｢仕組制定者｣であると共に教育規定や寄付行為というある意味での強制力を背景に、指導力や要請力を行使する。 

③団、県連盟、日本連盟は｢方針策定者｣。具体的に誰が当該組織の中の策定者であるのかを確認しておくことが重要。 

④上記の指導力や要請力の中身は、｢実行者｣である団のニーズに沿ったものでなければ団は従わない。又、方針策定者は団のニーズに合う内容で方針を策定しな

ければ実行が伴わない。 
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プロによる研究所設置 

8.教育規定の｢基本方針｣にある｢一貫したプログラムに基づいて教育する｣は、時代のニーズにマッチしていなければならない。このことについて｢ＢＳ教育研究所｣を新設して、

有給専門家による継続的・専門的な研究を実施してその結果を団に還元して欲しい。（短期任期のボランティア委員や有給事務局員の限界） 

9.塾や部活を競争相手にするのではなく、共存する教育システムを開発する必要がある。この開発が、｢中途退団抑止策｣のキーマターになる。ボーイスカウト教育と青少年教

育専門家で構成する常設かつ継続的組織による開発を提案する。 現トレーナー群は、指導者養成のスキルホルダーであっても、｢ボーイスカウト教育｣や｢青少年教育｣の

専門家ではない場合が多い。然もボランティアであることの限界をも考慮する必要あり。 

10.アメリカのようにスカウト活動のステータスマネジメントがほしいが、この点については日本連盟に検討をお願いたい。米国連盟の場合、ＢＳへの入団に際して「あなたの

ご子息をエスタブリッシュマン（立身出世―社会的成功者）にしませんか？」ということを明確に語っているらしい。日本の募集キャッチフレーズとは根本的に

違うようだ。このことについてきちっとした研究組織で検討して欲しい。 

11.１４ＮＪ組拡ブースでＢＰ卿肖像画を展示した。｢組織拡充の為にもＢＰ卿の創始された原点に戻ることが重要ではないか？｣との議論があった。｢変えてはなら

ないことと、変えなければならないこと」について｢運動としての共通認｣が今こそ必要である。１００年経過したボーイスカウト運動の中で変えなくてはならな

いこと、変えてはならないことが、何なのかについて真摯な検討が重要ではないか？ 

 

情報伝達 

12.今後は、日本連盟のスカウト運動推進委員会の内容を政策委員会が引き継ぎスピードアップが実現すると思うが、組織拡充には正確で迅速な情報伝達が欠かせない。また、

団の活性化なくして組織拡充は実現が難しい。 

13.一般社会で常識とされているＩＴ化が、この運動では非常に立ち遅れている。「情報のスピ－ドと正確さの低コスト確保」は、今やＩＴ化しか有り得ない。日本連盟は、全加盟員を視野に

入れたＩＴシステムの段階的構築について検討を始めて欲しい。一般社会では、ＩＴ化の浸透により最早ピラミッド型組織は崩壊しつつある。日本連盟⇒県連盟⇒地区⇒団のピラミッド

は、近未来に別の形にしない限り、「情報のスピ－ドと正確さの低コスト確保」は不可能。 

 

以上 
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テ
ー
マ 

 
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
危
機
的
状
況
を
憂
い
て
、
組
織
拡
張
・
拡
充
の
た
め
の
提
言
」 

 

【 

は
じ
め
に 

】 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

全
国
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
し
か
も
常
日
頃
ス
カ
ウ
ト
運
動
に
一
番
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ

て
お
ら
れ
る
皆
様
に
、
こ
の
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
今
日
、
前
座
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
内
容
と
本
論
と
を
分
け
て
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

す
で
に
皆
様
の
お
手
元
に
配
ら
れ
て
い
る
の
は
、
お
話
を
受
け
て
か
ら
早
速
日
本
連
盟
に
差
し
上
げ
た
原
稿

で
す
が
、
そ
の
後
何
部
か
作
っ
た
も
の
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
順
次
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【 

私
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
経
歴
に
つ
い
て 
】 

今
私
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
経
歴
を
配
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
裏
側
が
一
番
新
し
い
方
で
ご
ざ
い

ま
す
。
私
の
人
生
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
と
い
う
感
じ
を
常
に
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
ん
な
こ
と
を
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
し
て
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
皆
様
方
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

【 

「
評
論
家
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い 

実
践
者
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」 

】 

私
は
平
成
元
年
に
日
本
連
盟
の
中
央
審
議
会
議
員
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
た
途
端
に
、
組
織
拡
張
委
員
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
日
本
連
盟
の
本
部
で
特
に
責
任
を
持
た
さ
れ
た
と
い
う
の
は
そ
の
辺
か
ら
で
す
が
、

私
は
た
ぶ
ん
日
本
連
盟
関
係
者
の
中
で
は
一
番
厳
し
い
率
直
な
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
有
名
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
今
日
も
そ
ん
な
こ
と
で
、
私
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
に
対
す
る
情
熱
を
皆
様
方
に
ぶ
つ
け

る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
日
本
連
盟
で
一
番
厳
し
い
、
し
か
も
率
直
な
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私

が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
申
し
上
げ
る
だ
け
で
す
か
ら
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
評
論
家
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
実
践
者
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
と
の
関
わ
り 
 

「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
よ
う
な
優
れ
た
組
織
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
」 

】 

私
は
１
８
歳
で
教
員
の
養
成
、
今
の
教
育
大
の
前
身
で
す
が
、
愛
知
で
教
員
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
学
校
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
子
供
た
ち
が
皆
よ
り
よ
く
育
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
で
い
う
子
供
会
（
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
等
科
２
年
生
ま
で
）
を
結
成

し
ま
し
た
。 

毎
日
曜
日
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
中
で
、
子
供
た
ち
が
受
け
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
受
け
身
に
な
っ
て
、
こ
ち
ら
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
す
る
と
い
う
感
じ
。「
お
客
さ
ん
じ
ゃ
ど
う
し

よ
う
も
な
い
」
と
い
ろ
い
ろ
苦
労
を
し
て
い
た
時
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
導
者
講
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
時
は
宿
泊
で
５
日
間
く
ら
い
の
日
程
で
し
た
。
講
習
に
出
て
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
組
織
が
世
界
に
あ

っ
た
の
か
、
日
本
で
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
を
取
り
上
げ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
思
い
、
と
同
時
に
「
こ
れ

だ
！
」
と
感
じ
ま
し
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
よ
う
な
優
れ
た
組
織
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
子
供
会
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を
そ
こ
に
持
っ
て
行
こ
う
。
昭
和
２
４
年
の
こ
と
で
す
か
ら
私
は
２
０
歳
で
し
た
。
２
０
歳
で
隊
長
は
で
き

な
い
の
で
、
１
歳
年
を
ご
ま
か
し
て
隊
長
を
や
り
ま
し
た
。 

ま
っ
た
く
全
て
を
自
分
が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
時
は
豊
田
市
で
は
な
く
西
加
茂
郡
の
一
町
村
で
す
か
ら

西
加
茂
第
１
隊
と
い
う
の
が
私
の
最
初
の
出
発
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
握
り
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
い

く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
世
間
は
知
ら
な
い
。
活
動
し
て
い
て
も
名
前
を
聞
い
て
も
「
男
の
子
の
ス
カ
ウ
ト
か
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
相
手
に
も
さ
れ
な
い
。
や
は
り
人
を
育
て
る
に
は
多
く
の
人
々
の
参
加
を
得
て
運
動

に
持
っ
て
い
か
な
い
と
自
分
が
努
力
し
て
も
成
果
は
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
時
、
中
学
校
の
教

員
に
な
っ
て
生
徒
指
導
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
通
学
団
を
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
組
織
そ
の
も
の
に
し

て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
パ
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
学
校
中
に
設
け
ま
し
た
。 

集
会
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
あ
る
い
は
学
校
の
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
持
ち
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
流
の
組

織
を
波
及
さ
せ
た
わ
け
で
す
。
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
班
長
、
次
長
と
か
の
役
職
は
名
札
に
傍
線
を

引
っ
ぱ
っ
て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
類
す
る
よ
う
な
方
向
で
や
り
ま
し
た
。 

中
学
３
年
生
を
筆
頭
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
ば
結
構
う
ま
く
地
域
で
活
動
を
し
て
く
れ
る
と

い
う
実
感
を
得
ま
し
た
。
中
学
校
の
中
で
通
学
団
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
が
、
日
々
の
善
行
と
地
域
へ
の
貢

献
と
い
う
こ
と
で
方
向
付
け
た
の
が
、
非
常
に
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
学
校
教
育
の
中
で
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
組
織
づ
く
り
を
日
本
連
盟
に
登
録
し
て
云
々
と
い
う
こ

と
は
出
来
な
い
の
で
、
ま
た
リ
ー
ダ
ー
も
そ
れ
だ
け
居
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
時
、
地
域
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
方
た
ち
に
働
き
か
け
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
懸
命
に
努
力
い
た
し
ま
し

た
。 す

る
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
て
教
育
委
員
会
を
動
か
し
豊
田
市
少
年
団
を
作
り

ま
し
た
（
こ
れ
は
私
の
意
図
に
反
し
て
お
り
ま
し
た
が
）。
小
学
校
５
年
生
の
中
の
優
秀
な
子
供
を
全
市
か
ら

７
０
人
選
抜
し
活
動
し
ま
し
た
。
河
川
敷
で
冬
で
も
キ
ャ
ン
プ
を
や
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
バ
ー
訓
練
、
い

わ
ゆ
る
班
長
訓
練
を
７
０
人
に
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
が
非
常
に
成
長
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
官
製
少
年
団
じ
ゃ
困
る
と
い

う
声
が
マ
ス
コ
ミ
か
ら
出
た
た
め
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
。 

そ
れ
に
は
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
青
年
団
あ
る
い
は
学
校
の
先
生
に
働
き
か
け
て
指

導
者
講
習
を
し
ま
し
た
。「
１
年
後
に
は
一
挙
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
設
立
す
る
ぞ
」
と
い
う
気
概
を
も
っ
て

新
米
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
３
０
個
団
作
り
ま
し
た
。 

７
０
人
全
員
が
地
域
で
班
長
、
次
長
に
な
っ
て
仲
間
を
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
４
１
年
前
で
す
。
当
初
、
私
は
「
半
分
は
消
え
る
だ
ろ
う
」
と
予
測
は
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

未
だ
に
そ
れ
を
続
け
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
も
居
る
の
で
す
。
私
が
教
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
が
今
は
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
を
支
え
て
い
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
地
域
に
団
が
少
な
い
と
か
、
大
き
な
中
学
校
区
に
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
組
織
が
無
い
と
い
う
状
態
で
は
浸
透
し
て
い
き
ま
せ
ん
。 

で
す
か
ら
お
金
の
か
か
ら
な
い
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
…
…
、
と
い
う
こ
と
で
、
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
１
本
で
立

ち
上
げ
た
訳
で
す
。
問
題
は
外
側
の
格
好
で
は
な
い
の
で
す
。
中
身
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
す
。
集
ま
っ
て
き

た
子
供
た
ち
が
意
欲
を
も
っ
て
出
て
く
る
。
そ
し
て
満
足
し
て
う
ち
に
帰
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
が
多
く
の

人
の
共
感
を
呼
ぶ
の
で
あ
っ
て
、
格
好
だ
け
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
せ
た
だ
け
で
は
い
い

も
の
じ
ゃ
な
い
。
当
時
は
そ
う
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
の
豊
田
地
区
の
出
発
点
で
す
。 
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【 

県
連
盟
と
し
て
の
取
り
組
み 

全
国
１
番
を
目
指
す 

「
リ
ー
ダ
ー
の
数
じ
ゃ
な
い
。
登
録
人
数
は
ス
カ
ウ
ト
だ
」 

】 
私
は
愛
知
連
盟
で
、
３
８
歳
か
ら
３
５
年
間
く
ら
い
理
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
後
半
は
国
際
交
流
委
員
長

や
れ
、
出
版
委
員
長
や
れ
と
か
い
う
形
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
６
１
年
に
組
織
拡
張
委
員
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。 

当
時
は
ス
カ
ウ
ト
登
録
数
が
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
と
い
う
順
番
で
し
た
。「
愛
知
は
３
番
目
じ
ゃ
い
か
ん
。

一
番
に
な
ら
な
き
ゃ
な
ら
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
ち
ま
し
た
が
、
ス
カ
ウ
ト
の
人
数
が

減
る
の
は
当
た
り
前
だ
と
皆
さ
ん
思
っ
て
お
ら
れ
る
訳
で
す
。
大
県
連
（
東
京
、
大
阪
、
愛
知
）
は
特
に
「
沈

む
一
方
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
が
言
っ
て
お
ら
れ
る
。 

私
は
愛
知
で
「
な
に
、
く
そ
！ 
教
育
愛
知
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
２
３
地
区
の
組
織
拡
張

委
員
長
を
集
め
て
第
一
声
を
や
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
何
と
情
け
な
い
こ
と
に
、
各
地
区
か
ら
出
て
き
た
組

織
拡
張
委
員
長
は
登
録
事
務
だ
け
や
っ
て
い
る
。
「
登
録
だ
け
だ
か
ら
」
「
一
番
楽
な
委
員
長
だ
か
ら
や
っ
て

く
れ
」
と
言
わ
れ
た
と
…
。
こ
れ
が
当
時
の
組
拡
委
員
長
で
す
。「
ス
カ
ウ
ト
の
人
数
が
減
っ
て
い
く
の
に
何

を
考
え
て
い
る
の
か
。
増
や
さ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
人
は

代
わ
れ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
こ
そ
毎
月
組
拡
会
議
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。 

ノ
ル
マ
を
与
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
増
や
す
途
を
考
え
て
提
案
し
、
そ
し
て
そ
の
提
案
に
基
づ
い
て
努
力
す

る
。
努
力
し
た
成
果
を
次
の
委
員
会
に
出
て
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
ら
、
私
の
顔
が
見
ら
れ

な
い
と
い
う
委
員
長
も
お
り
ま
し
た
。 

そ
の
う
ち
に
地
区
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
も
全
然
協
力
性
が
無
い
と
か
、
あ
る
い
は
地
区
協
議
会
長
や
地
区

委
員
長
も
駄
目
だ
と
い
う
話
が
組
拡
委
員
長
か
ら
返
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
県
連
主
催
で
合
同
会
議
を
開
い

て
「
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力
せ
よ
」
と
い
う
形
で
の
い
わ
ば
ハ
ッ
パ
を
か
け
た
の
で
す
。 

そ
の
成
果
が
「
歩
留
り
」。
い
わ
ゆ
る
減
っ
て
い
く
率
が
少
な
く
な
っ
た
。
大
き
く
減
っ
た
の
が
ど
ん
ど
ん

少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
大
阪
、
東
京
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
き
て
、
私
が
委
員
長
に
な
っ
て
す
ぐ
大
阪
を
抜

い
て
２
位
に
な
り
ま
し
た
。 

大
阪
を
抜
い
た
と
い
う
の
は
、
減
る
率
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
、
増
え
た
訳
じ
ゃ
な
い
で
す
。 

こ
の
分
だ
っ
た
ら
東
京
に
追
い
つ
く
ぞ
と
。
東
京
は
リ
ー
ダ
ー
ば
っ
か
り
多
い
け
れ
ど
も
、
問
題
は
ス
カ

ウ
ト
な
の
で
す
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
と
い
う
の
は
ス
カ
ウ
ト
の
た
め
の
運
動
で
あ
っ
て
子
供
が
大
勢
に
な
ら
な
き
ゃ
ど

う
し
よ
う
も
な
い
。
私
は
当
時
か
ら
子
供
の
数
で
皆
に
督
励
い
た
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
数
じ
ゃ
な
い
。

登
録
人
数
は
ス
カ
ウ
ト
だ
と
。
ス
カ
ウ
ト
が
増
え
な
き
ゃ
、
し
か
も
底
辺
が
増
え
な
き
ゃ
。
ビ
ー
バ
ー
、
カ

ブ
が
増
え
な
き
ゃ
団
は
維
持
で
き
な
い
し
、
大
勢
の
人
た
ち
に
評
価
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
懸
命
に

努
力
い
た
し
ま
し
た
。 

 

【 

日
本
連
盟
に
お
け
る
、
私
の
取
り
組
み 

】 

県
連
盟
で
が
ん
ば
っ
て
い
た
ら
日
本
連
盟
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
て
、
平
成
元
年
か
ら
組
織
拡
張
委
員
長
に

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
東
も
西
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
も
任
意
団
体
の
日
本
連
盟
と
財
団
法
人
の
二
本
立
て

の
怪
物
み
た
い
な
組
織
で
す
。
私
も
行
政
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
行
政
よ
り
ひ
ど
い
、
こ
れ
じ
ゃ
い
い

組
織
に
絶
対
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
総
長
が
「
１
０
年
も
改
革
の
た
め
に
委
員
会
を
や
っ
て
い
て
も
少
し
も
進
ま
な
い
」

と
私
に
嘆
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
私
も
副
議
長
を
仰
せ
つ
か
り
「
半
年
、
１
年
で
改
革
し
ま
し
ょ
う
」
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と
い
う
わ
け
で
強
行
に
持
っ
て
い
き
、
日
本
連
盟
の
方
向
付
け
を
い
た
し
ま
し
た
。 

や
る
気
に
な
れ
ば
で
き
ま
す
。
４
７
の
都
道
府
県
か
ら
集
ま
っ
て
み
ん
な
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
そ
れ
じ
ゃ
一
歩
も
進
ま
な
い
。
東
京
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
は
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー

の
考
え
も
違
い
ま
す
し
、
子
供
た
ち
も
違
い
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
れ
を
一
律
に
聞
い
て
い
た
ら
そ
れ
こ
そ
一

年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
で
は
駄
目
で
す
。 

せ
っ
か
く
皆
さ
ん
方
、
来
ら
れ
た
限
り
に
お
い
て
は
「
よ
し
、
や
る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
お
帰

り
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
単
な
る
分
科
会
や
っ
て
、
サ
ロ
ン
や
っ
て
い
て
は
駄
目
で
す
。 

日
本
連
盟
は
そ
れ
が
多
す
ぎ
た
。
役
を
仰
せ
つ
か
る
と
出
席
率
は
い
い
が
内
容
が
進
ま
な
い
。
こ
れ
じ
ゃ

任
期
が
来
て
降
り
て
、
次
の
人
が
き
て
全
く
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
組
織
は
発
展
す
る
は
ず

が
な
い
し
、
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
私
は
日
本
連
盟
に
出
て
一
番
危
機
感
を
持
ち
ま
し

た
。
こ
れ
が
上
部
組
織
だ
と
す
る
と
日
本
連
盟
は
当
て
に
な
ら
な
い
と
、
も
う
県
連
自
分
た
ち
で
や
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
…
。 

 

【 

日
本
連
盟
組
織
拡
張
委
員
長
と
し
て 

各
県
連
盟
を
訪
問
し
て 

 

「
理
事
長
に
す
ぐ
降
り
て
も
ら
い
ま
し
た
」 
】 

日
本
連
盟
の
組
織
拡
張
委
員
長
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
会
議
を
や
り
ま
す
と
、
委
員
の
中
で
も
「
あ
あ
だ
、

こ
う
だ
」
と
意
見
が
分
か
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
自
分
た
ち
で
い
い
と
思
う
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
や
る
こ
と
に

し
、
そ
れ
に
は
地
域
の
実
態
を
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
連
の
総
会
に
も
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
組
織
拡
張
の
関
係
者
の
集
ま
り
に
も
進
ん
で
出
ま
し
た
。 

１
年
間
に
２
０
県
連
以
上
も
ま
わ
り
ま
し
た
。
回
っ
て
み
て
、
や
は
り
日
本
連
盟
と
同
じ
よ
う
な
県
連
盟

が
沢
山
あ
る
。 

あ
る
県
連
に
行
き
ま
す
と
、
理
事
長
さ
ん
の
団
が
架
空
な
の
で
す
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
金
を
出
し

て
、
架
空
の
、
最
低
の
ボ
ー
イ
の
人
数
だ
け
出
し
て
登
録
し
て
い
る
。
他
の
理
事
に
聞
い
て
み
る
と
、
皆
知

っ
て
い
る
。 

そ
う
い
う
こ
と
が
判
っ
て
、
私
が
一
番
率
直
に
申
し
上
げ
た
の
は
、
ま
ず
こ
の
県
連
を
よ
く
す
る
に
は
「
理

事
長
さ
ん
、
下
が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
…
。
理
事
長
に
す
ぐ
降
り
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

役
員
に
は
「
理
事
の
関
係
す
る
団
が
良
い
組
織
で
な
い
と
号
令
か
か
ら
な
い
」「
後
ろ
姿
で
導
く
な
ん
て
こ

と
は
到
底
お
ぼ
つ
か
な
い
し
、
口
が
う
ま
い
だ
け
で
自
分
の
団
は
危
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
…
こ
れ
じ
ゃ
リ

ー
ダ
ー
と
は
言
え
な
い
で
す
。 

私
は
組
織
拡
張
の
こ
と
で
半
分
く
ら
い
の
県
連
を
回
り
ま
し
た
。
私
の
感
触
で
は
長
野
県
、
愛
媛
県
と
い

う
の
は
し
っ
か
り
固
ま
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
実
績
も
上
げ
て
い
ま
し
た
し
、
や
は
り
今

日
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
実
態
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

そ
う
か
と
思
う
と
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
理
事
や
理
事
長
の
団
が
ほ
と
ん
ど
架
空
で
、
中
に
は

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
団
も
つ
ぶ
れ
か
か
っ
て
い
る
、
こ
れ
じ
ゃ
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と

を
具
体
的
に
訴
え
る
た
め
に
日
本
連
盟
の
登
録
で
全
部
役
員
を
調
べ
て
デ
ー
タ
を
持
っ
て
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し

た
。「
お
宅
の
関
係
の
団
は
危
篤
団
で
す
よ
」
と
…
。「
こ
れ
じ
ゃ
理
事
は
務
ま
り
ま
せ
ん
よ
」
と
…
。「
ま
ず

自
分
の
団
を
し
っ
か
り
活
性
化
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も
お
土
産
を
も
っ
て
お

じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
日
こ
こ
に
た
く
さ
ん
の
県
連
の
方
が
お
い
で
で
す
が
、
当
時
を
ご
承
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。 
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そ
う
い
う
中
で
感
じ
た
こ
と
は
ま
ず
役
員
が
範
を
示
さ
な
け
れ
ば
こ
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
成
り
立
た
な

い
と
…
。
各
隊
で
い
え
ば
、
隊
長
が
優
れ
て
い
れ
ば
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
万
々
歳
で
す
。
子
供
た
ち
も
よ
く
育

っ
て
い
き
ま
す
。 

団
委
員
長
も
同
様
で
す
。
自
分
の
関
係
団
が
盛
大
で
あ
っ
た
ら
、
皆
、
号
令
も
か
か
り
ま
す
。「
自
分
の
団

な
ん
だ
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
し
、
言
え
な
い
と
い
う
の
は
自
分
に
弱
み
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
で
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
ま
せ
ん
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
言
い
放
し
、
や
り
放
し
で
年
間
過
ご
せ
る
。
デ
ー
タ
だ
け
は
し
っ
か
り
出
し
て
い
ま

す
。
資
料
だ
け
は
出
し
て
い
ま
す
が
、
中
身
は
結
構
出
来
て
い
な
い
。
こ
れ
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
」
で

は
、
ど
ん
ど
ん
落
ち
る
だ
け
。 

そ
う
い
う
中
で
私
も
組
織
拡
張
委
員
長
に
な
り
ま
し
て
、
ま
ず
日
本
全
体
よ
り
も
愛
知
で
頑
張
ら
な
け
れ

ば
し
ょ
う
が
な
い
な
と
、
愛
知
連
盟
が
「
歩
留
り
」
し
て
増
え
れ
ば
私
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
そ
し
て
増
や
し
た
頃
に
は
東
京
連
盟
に
追
い
つ
き
ま
し
た
。

ス
カ
ウ
ト
の
数
で
は
東
京
連
盟
を
抜
い
て
一
番
に
な
っ
た
。 

デ
ー
タ
を
見
る
と
１
０
年
間
は
東
京
よ
り
も
ナ
ン
バ
ー
１
で
し
た
ね
。
最
近
ま
た
ち
ょ
っ
と
手
を
ゆ
る
め

た
せ
い
か
、
ち
ょ
っ
と
下
が
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
関
係
者
に
火
を
つ
け
て
そ
し
て
ノ
ル
マ
を
課
し
て
が

ん
ば
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
し
か
な
い
の
で
す
。 

 

【 

所
属
地
区
に
お
け
る
自
団
の
取
り
組
み
①
「
調
整
区
域
で
４
０
年
、
標
準
団
で
続
か
し
て
い
ま
す
」 

】 

少
子
化
が
進
ん
だ
、
学
校
の
部
活
動
や
塾
通
い
が
多
く
な
っ
た
、
こ
ん
な
の
は
関
係
な
い
で
す
。 

例
え
ば
私
の
団
の
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
私
は
４
１
年
前
に
少
年
団
を
解
散
さ
せ
て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
私
の
地
域
は
希
望
者
が
多
く
て
、
３
コ
団
作
ら
な
い
と
収
容
で
き
な
い
と
い
う
の

で
、
３
コ
団
を
作
り
ま
し
た
。 

抽
選
で
１
団
、
２
団
、
３
団
と
決
め
て
私
は
２
団
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
そ
も
そ
も
私
が
団

委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
今
の
団
で
す
。
そ
う
い
う
組
織
を
作
っ
て
み
て
、
す
ぐ
つ
ぶ
れ
る
な
と
思
っ
て
い

た
ら
３
団
が
や
っ
ぱ
り
つ
ぶ
れ
て
、
そ
の
う
ち
１
団
も
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。 

カ
ブ
を
増
や
せ
と
言
っ
て
い
た
の
だ
が
、
上
の
方
ば
か
り
や
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
と
う
と
う
つ
ぶ
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
私
の
と
こ
ろ
の
ロ
ー
バ
ー
を
差
し
向
け
て
ロ
ー
バ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
１
団
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。 

結
構
ロ
ー
バ
ー
だ
け
で
や
れ
る
の
で
す
。
私
は
２
０
歳
代
で
少
年
団
を
立
ち
上
げ
た
。
ロ
ー
バ
ー
の
年
代

だ
っ
た
ら
結
構
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
１
人
じ
ゃ
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
何
人
か
で
が
ん
ば
れ
ば
で
き
る
は

ず
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
す
ぐ
に
「
ロ
ー
バ
ー
で
立
ち
上
げ
よ
う
。
側
面
か
ら
応

援
す
る
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
１
団
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。 

今
、
私
の
団
は
調
整
区
域
で
す
。
人
口
が
増
え
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
４
０
年
続
い
て
い
ま
す
。
標
準
団

で
続
か
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
し
か
も
今
申
し
上
げ
た
１
団
が
つ
ぶ
れ
た
。
そ
れ
を
復
活
さ
せ
た
。
だ
か
ら

皆
が
そ
の
気
に
な
っ
て
や
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
い
い
組
織
で
す
か
ら
、
そ
し
て
理
念
も
良
い
訳
で
す
か
ら
、
増

え
て
当
た
り
前
。 

こ
れ
が
増
え
な
い
と
い
う
の
は
頭
に
立
っ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
が
駄
目
だ
と
…
こ
れ
が
私
の
結
論
で
す
。
そ

う
い
う
考
え
方
で
皆
さ
ん
に
も
訴
え
て
今
日
ま
で
き
た
つ
も
り
で
す
。 
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【 

所
属
地
区
に
お
け
る
自
団
の
取
り
組
み
②
「
後
継
者
を
き
ち
っ
と
育
て
る
体
制
」 

】 

今
配
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
愛
知
連
盟
の
私
が
立
ち
上
げ
た
豊
田
地
区
の
登
録
人
数
で
す
。
豊
田

１
団
も
復
活
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
人
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
２
７
人
で
す
。 

私
は
２
団
で
す
が
、
７
６
名
で
す
。
本
当
は
９
０
名
、
１
０
０
名
に
な
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ

調
整
区
域
で
人
口
が
増
え
な
い
の
で
す
。
人
口
の
増
え
な
い
と
こ
ろ
で
懸
命
に
が
ん
ば
る
と
い
う
こ
と
を
、

私
は
豊
田
２
団
で
実
践
し
て
お
り
ま
す
。 

と
す
れ
ば
文
句
な
ん
か
言
う
暇
が
あ
っ
た
ら
皆
さ
ん
の
県
連
、
地
区
の
登
録
人
数
を
１
人
で
も
増
や
し
て

く
だ
さ
い
。
実
践
で
数
が
増
え
な
け
れ
ば
人
づ
く
り
の
運
動
は
成
果
が
で
ま
せ
ん
。 

一
握
り
の
優
秀
な
子
ど
も
を
作
っ
て
も
駄
目
で
す
。
い
い
組
織
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。 

皆
が
評
価
し
て
く
れ
る
の
は
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
と
伸
び
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ

て
、
そ
の
中
か
ら
隊
長
、
指
導
者
が
ど
ん
ど
ん
出
て
、
そ
し
て
後
輩
の
指
導
を
し
て
、
こ
れ
が
ス
タ
イ
ル
で

す
。 私

の
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
少
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
皆
「
ス
カ
ウ
ト
上
が
り
」
で
す
。
登
録
し
て
い
な
い
仲

間
は
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
で
も
、
い
ざ
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
い
う
と
皆
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
号
令
が
か
か

る
と
過
去
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
集
ま
っ
て
く
る
。
と
い
う
こ
と
で
豊
田
２
団
の
偽
ら
ざ
る
登
録
数
で
す
。 

豊
田
市
と
い
っ
て
も
山
間
部
も
あ
り
ま
す
し
、
調
整
区
域
も
あ
り
ま
す
。
私
の
仕
事
場
は
千
葉
で
す
が
、

団
委
員
長
の
名
前
だ
け
置
い
て
い
ま
す
。
名
前
だ
け
で
す
が
こ
う
い
う
い
い
状
態
を
作
っ
て
お
い
て
く
れ
ま

す
。
し
か
も
そ
の
中
で
３
人
が
副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
で
、
地
区
に
も
出
て
が
ん
ば
っ
て
居
て
く
れ
る
。
地
区

に
出
る
限
り
に
お
い
て
は
、
後
継
者
を
き
ち
っ
と
育
て
る
体
制
で
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い

る
訳
で
す
。 

 

【 

所
属
地
区
に
お
け
る
自
団
の
取
り
組
み
③ 

 

「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
駄
目
」 

】 

総
計
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
が
減
っ
て
い
る
。
豊
田
地
区
は
１
１
２
名
増
え
て
い

る
の
で
す
。
最
盛
期
よ
り
は
減
り
ま
し
た
が
、
今
、
皆
そ
の
気
に
な
っ
て
き
た
の
で
増
え
て
き
て
い
る
。「
私

の
面
子
に
か
け
て
も
豊
田
は
減
ら
し
ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
じ
め
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、

運
動
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
で
す
か
？ 

下
の
層
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
て
、
初
め
て
人
づ
く
り
の
優
れ
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
運
動
に
発
展

す
る
訳
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
仲
間
を
集
め
て
く
る
。
仲
間
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
。
そ
し
て
い
じ
め

な
ん
て
問
題
じ
ゃ
な
い
。
皆
仲
良
く
学
校
へ
行
け
ば
、
学
校
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
成
長
し
て
く
れ

る
。
こ
れ
が
一
般
の
評
価
で
す
。 

し
か
も
私
の
団
で
い
い
ま
す
と
、
自
分
の
団
の
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
地
域
の
人
た
ち
か
ら

信
頼
さ
れ
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
。
だ
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を

や
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
員
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
る
。
そ
し
て
人
間

関
係
が
た
く
さ
ん
で
き
て
く
る
。
少
子
化
の
中
で
も
参
加
者
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
。
こ
う
い
う
い
い
状
態

が
今
日
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

豊
田
地
区
全
体
で
が
ん
ば
れ
ば
、
こ
れ
は
い
い
運
動
だ
と
い
う
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
く
る
の
で
す
。
補
助

金
が
出
る
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
も
応
援
し
て
く
れ
る
。
地
域
の
人
た
ち
も
参
画
し
て
く
れ
る
。
そ

し
て
そ
れ
が
す
ぐ
子
ど
も
会
活
動
に
も
い
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
い
く
ら
言
葉
で
言

っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、
私
た
ち
の
地
区
の
実
態
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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【 

地
区
組
織
と
し
て
、「
体
質
改
善
の
決
め
手
は
地
区
」 

】 

こ
の
「
×
印
＝
危
篤
団
」
を
無
く
そ
う
。「
逆
三
角
形
印
＝
要
入
院
、
三
角
形
印
＝
要
治
療
団
」
を
せ
め
て

○
に
し
よ
う
。
○
に
近
づ
い
た
ら
◎
に
し
よ
う
。
こ
う
い
う
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整
え
て
、
地
区
の
役
員
は
ま

ず
自
分
の
関
係
団
を
活
性
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
範
を
示
せ
と
…
。
そ
れ
が
で
き
な
い
の
な
ら
や
め
な

さ
い
。
も
っ
と
が
ん
ば
る
若
手
を
出
せ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

今
日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
関
係
団
が
ど
う
で
あ
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
そ
の

辺
か
ら
体
質
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
決
め
手
は
地
区
だ
と
思
い
ま
す
。

地
区
委
員
会
の
組
織
が
鍵
で
す
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
発
展
の
鍵
は
地
区
だ
と
思
い
ま
す
。
地
区
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
活
性
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
団
は
活
性
化
し
て
い
か
な
い
の
で
す
。
県
連
や
日
本
連
盟
を
当
て
に
し
て
は
駄
目
で
す
。
情
報
は
ど
ん

ど
ん
提
供
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
利
用
は
し
て
く
だ
さ
い
。 

利
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
日
本
連
盟
や
県
連
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
甘
い
も
の

じ
ゃ
な
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
組
織
は
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
ょ
う
。
ほ

と
ん
ど
皆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
の
仕
事
以
外
に
と
い
う
と
、
や
は
り

上
部
組
織
と
い
え
ど
も
、「
ど
れ
だ
け
各
県
連
の
末
端
ま
で
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
か
？
」
と
い
う
と
出
来
ま
せ

ん
。
い
く
ら
逆
立
ち
し
て
も
で
き
な
い
の
で
す
。 

で
す
が
、
組
織
を
拡
大
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
今
日
お
集
ま
り
の

皆
さ
ん
方
に
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
く
し
か
、
道
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
前
座
を
終
わ
り
ま
し

て
本
論
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
① 

「
要
（
か
な
め
）
は
地
区
組
織
」 
】 

今
申
し
上
げ
た
運
動
の
要
は
、
地
区
組
織
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
地
区
組
織
が
、
こ
れ
こ
そ

第
三
者
評
価
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
思
い
つ
く
も
の
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
１

つ
の
提
案
で
す
。 

も
っ
と
こ
れ
が
抜
け
て
い
る
と
か
、
あ
れ
が
必
要
だ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
皆
様
に
足
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
お
ま
え
の
団
は
駄
目
だ
」
、
「
お
ま
え
の
地
区
の
役
員
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」

と
い
っ
た
非
難
や
中
傷
で
は
な
く
、
現
状
を
少
し
で
も
前
に
進
め
る
た
め
の
評
価
項
目
だ
と
い
う
考
え
に
基

づ
い
て
書
い
た
も
の
で
す
。 

よ
く
努
力
し
て
い
る
の
か
、
努
力
不
足
か
、
出
来
て
い
な
い
の
か
、
こ
う
い
う
こ
と
が
１
つ
の
チ
ェ
ッ
ク

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
、
皆
様
方
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

言
い
放
し
、
や
り
放
し
で
は
駄
目
で
す
。
行
事
屋
で
は
駄
目
で
す
。
本
当
の
組
織
と
し
て
稼
動
す
る
た
め

に
は
こ
う
い
う
内
容
が
し
っ
か
り
う
ま
く
行
っ
て
い
る
状
態
に
、
努
力
し
て
い
る
状
態
に
持
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
「
例
」
と
し
て
用
意
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
② 

「
中
学
校
区
を
狙
っ
て
団
を
作
る
必
要
が
あ
る
】 

】 

次
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
が
、
団
運
営
の
評
価
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
運
動

の
基
盤
と
い
う
の
は
、
単
位
「
団
」
で
す
。
単
位
「
団
」
が
背
負
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

単
位
「
団
」
が
最
前
線
で
人
づ
く
り
運
動
を
し
っ
か
り
や
っ
て
地
域
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
し

か
も
ス
カ
ウ
ト
数
が
減
ら
な
い
と
い
う
状
態
に
持
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
団
委
員
長
さ
ん
の
姿
勢
、
あ
る
い
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は
団
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
は
地
区
組
織
の
方
々
が
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
１
４
項
目
出
て
お

り
ま
す
が
、
私
見
で
作
っ
た
も
の
で
す
か
ら
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

つ
い
で
に
も
う
１
枚
お
配
り
し
ま
す
が
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
発
展
と
い
う
の
は
、
今
の
団
を
つ
ぶ

さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
消
極
的
で
す
。 

日
本
連
盟
の
統
計
資
料
を
見
て
も
、
以
前
は
新
し
い
団
が
ど
ん
ど
ん
出
来
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は

無
い
で
し
ょ
う
？ 
復
活
団
は
時
々
あ
っ
て
も
、
新
団
の
設
立
は
な
か
な
か
無
い
。
と
い
う
こ
と
は
新
し
い

団
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
す
。 

つ
ぶ
さ
な
い
、
減
ら
さ
な
い
と
い
う
の
は
消
極
的
な
対
策
で
す
。
や
は
り
い
い
組
織
で
あ
れ
ば
、「
ま
だ
あ

の
中
学
校
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
組
織
が
無
い
」
と
す
れ
ば
、
中
学
校
区
を
狙
っ
て
時
間
を
か
け
て
で
も
関

係
者
の
理
解
を
得
て
団
を
作
る
必
要
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
？ 

そ
ん
な
こ
と
で
新
設
の
団
の
手
順
を
掲
げ
て

い
ま
す
。 

要
は
新
し
い
団
を
毎
年
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
現
状
を
打
開
で
き
な
い
で

す
。
一
人
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
消
極
的
な
こ
と
を
言
っ
て
い
て
は
、
皆
の
気
持
ち
が
弱
ま
っ
て
い
く

だ
け
で
す
。 

新
天
地
を
開
拓
す
る
と
い
う
一
つ
の
目
標
を
な
ぜ
地
区
で
持
た
な
い
の
か
。 

私
は
千
葉
に
来
て
ず
っ
と
回
り
を
見
て
い
て
一
つ
の
市
で
１
個
団
し
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ

の
団
の
委
員
長
は
、
回
り
の
町
村
か
ら
ス
カ
ウ
ト
が
集
ま
っ
て
き
て
人
数
が
増
え
る
と
断
っ
て
い
る
。 

あ
る
い
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
の
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
清
掃
活
動
に
参
加
の
要
請
が
あ

っ
て
も
自
分
の
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
優
先
し
参
加
さ
せ
な
い
。
こ
ん
な
委
員
長
を
お
い
て
お
い
た
ら
ど
う
し

よ
う
も
な
い
。
評
価
さ
れ
る
わ
け
が
な
い
。
何
故
も
っ
と
層
を
広
げ
て
い
か
な
い
の
か
。 

要
す
る
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
地
域
の
人
た
ち
が
皆
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
た
め

の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
無
い
の
で
す
。 

後
生
大
事
に
自
分
の
団
が
維
持
で
き
る
人
数
だ
け
集
ま
れ
ば
い
い
、「
余
分
な
苦
労
な
ん
か
し
な
く
て
い
い

か
ら
は
じ
い
ち
ゃ
え
」
と
い
う
よ
う
な
団
の
委
員
長
の
姿
勢
が
在
る
限
り
駄
目
で
し
ょ
う
。 

し
か
も
毎
回
の
隊
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
団
委
員
長
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
行
っ
て
決
裁
を
貰
わ
な
い
と
や
れ
な

い
。
総
会
の
と
き
に
１
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
貰
っ
た
ら
、
隊
長
の
責
任
で
や
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
れ
を
毎
回
出
て
行
っ
て
決
裁
を
も
ら
う
。
も
し
も
事
故
が
あ
っ
た
ら
団
委
員
長
の
責
任
に
な
る
か
ら

持
っ
て
来
い
と
い
う
。 

こ
れ
で
は
お
役
所
仕
事
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
が
現
実
に
あ
る
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
一
つ
の
大
き
な
人
づ

く
り
の
運
動
で
あ
り
、
そ
れ
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
だ
け
の
運
動
で
は
な
く
、
仲
間
も
含
め
た
人
づ
く
り
運
動

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
皆
が
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
③ 

「
落
ち
コ
ボ
レ
は
、
絶
対
作
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

】 

し
か
も
今
、
学
校
教
育
は
駄
目
で
し
ょ
う
？ 

私
も
学
校
教
育
の
現
場
に
い
ま
し
た
が
、
私
は
教
員
ら
し

か
ら
ぬ
教
員
を
や
り
ま
し
た
。
で
も
「
落
ち
コ
ボ
レ
」
は
絶
対
作
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
人
学
校
へ
来
な
け

れ
ば
授
業
を
自
習
に
し
て
で
も
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
絶
対
に
「
落
ち
コ
ボ
レ
」
を
作
っ
た
ら
教
育
は
失
敗

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

優
等
生
が
い
た
っ
て
、「
落
ち
コ
ボ
レ
」
が
で
き
た
ら
駄
目
だ
。
義
務
教
育
と
し
て
皆
幸
せ
に
な
ら
な
く
ち

ゃ
い
け
な
い
。
平
等
っ
て
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 
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優
等
生
を
作
っ
た
、
部
活
動
で
１
番
に
な
っ
た
と
い
っ
て
そ
れ
を
誇
ら
し
げ
に
し
て
い
る
よ
り
も
、「
落
ち

コ
ボ
レ
」
を
１
人
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
の
方
が
大
事
で
す
。
学
校
を
あ
き
ら
め
て
塾
通
い
に
な
っ
て
い
る

訳
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
精
神
、
素
晴
ら
し
い
組
織
を
関
係
者
が
浸
透
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
④ 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
基
本
理
念
と
は 

 

「
現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
よ
う
な
内
容
じ
ゃ
な
い
」 

】 

こ
の
冬
、
千
葉
県
連
盟
の
団
委
員
長
研
修
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
数
年
千
葉
に
い
て
も
「
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
制
服
の
姿
を
見
た
こ
と
が
無
い
」
と
い
う
話
を
ち
ょ
っ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

聞
い
て
み
る
と
親
が
家
か
ら
子
ど
も
を
集
会
場
所
ま
で
連
れ
て
往
復
し
て
い
る
。
こ
れ
じ
ゃ
世
間
に
見
え

ま
せ
ん
。 

ベ
ン
チ
ャ
ー
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
私
服
で
自
転
車
に
乗
っ
て
行
っ
て
、
集
会
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替

え
て
、
終
わ
る
と
私
服
で
帰
っ
て
い
く
。
こ
れ
じ
ゃ
折
角
の
い
い
Ｐ
Ｒ
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
。 

私
は
一
事
が
万
事
、
今
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
や
り
方
と
い
う
も
の
は
、
現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
得

る
よ
う
な
内
容
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
理
念
さ
え
間
違
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
な
り
地
域
の
実
態

で
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
か
ら
新
し
い
案
を
出
し
て
も
ら
わ
な
い
と
出
来
な
い
よ
う
な
能
力
の
な
い
リ
ー
ダ
ー

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
理
念
さ
え
間
違
わ
な
け
れ
ば
何
を
や
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
が
私
の

考
え
で
す
。 

そ
れ
で
成
果
が
出
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
ス
カ
ウ
ト
が
喜
ん
で
集
会
に
出
て
進
級
し
て
、
成
長

し
て
い
く
。
そ
の
姿
を
世
間
の
人
に
見
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。 

私
の
と
こ
ろ
で
は
、
年
末
に
い
つ
も
５
０
キ
ロ
の
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
を
ビ
ー
バ
ー
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

山
を
越
え
て
と
い
っ
て
５
０
キ
ロ
を
歩
か
せ
て
い
ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
付
い
て
い
な
い
ス
カ
ウ
ト
が
夜
中

に
補
導
さ
れ
た
こ
と
で
、
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
は
辞
め
た
方
が
い
い
の
で
は
と
い
う
意
見
が
県
連
か
ら
あ
り
ま

し
た
。 

３
０
年
来
毎
年
続
け
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
１
つ
の
団
の
不
手
際
で
県
下
一
斉
に
止
め
よ
う
な
ん
て
そ
ん

な
権
限
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

何
故
な
ら
ば
、
各
団
の
委
員
長
が
責
任
を
負
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
責
任
を
持
っ
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
い
ち
い
ち
、
い
い
こ
と
な
ら
と
も
か
く
マ
イ
ナ
ス
の
発
言
を
し
て
も
ら
っ
て
は
困
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

何
か
事
故
が
無
い
様
に
と
な
っ
て
く
る
と
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
も
結
局
は
、
ま
る
っ
き
り
子
供
会
と
一
緒

で
す
。
子
ど
も
会
と
同
じ
よ
う
な
姿
で
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
方
へ
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
っ
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ら
し
い
逞
し
さ
、
普
段
や
れ
な
い
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
ん
ど
ん
こ
な
し
て
、

そ
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
整
備
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
へ
行
っ
て
キ
ャ
ン
プ
の
ま
ね
ご
と
を
や
っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
…
、
こ
れ
は

子
供
会
と
一
緒
で
す
。
も
っ
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
う
い
う

も
の
を
我
々
が
や
っ
て
魅
力
の
あ
る
方
向
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
体
質
改
善
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
。 
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【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
④ 

体
質
改
善
と
対
症
療
法 

「
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
１
０
年
経
つ
と
ま
た
半
分
に
減
り
ま
す
」 

「
人
数
は
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
登
録
を
み
る
と
菊
ス
カ
ウ
ト
が
い
な
い
」 

】 

皆
さ
ん
、
体
質
改
善
を
し
て
い
ま
す
か
。
体
質
改
善
と
い
う
の
は
長
丁
場
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
日
、
明
日
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。 

も
う
一
つ
は
対
症
療
法
。
今
、
子
ど
も
が
集
ま
ら
な
い
、
つ
ぶ
れ
る
と
い
う
こ
の
危
篤
団
を
ど
う
す
る
か
？ 

な
ん
と
し
て
も
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
当
然
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
あ
わ

よ
く
ば
新
団
を
設
立
す
る
と
い
う
方
向
が
な
い
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
と
い
う
の
は
尻
つ
ぼ
み
で
す
。 

昭
和
５
８
年
を
基
準
と
す
る
と
、
ス
カ
ウ
ト
人
口
は
半
分
に
減
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
１
０
年

経
つ
と
ま
た
半
分
に
減
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
関
係
者
の
姿
だ
っ
た
ら
、
そ
し
て
「
自
分
の
生
活
は
困
ら
な

い
か
ら
い
い
や
」
と
い
う
日
和
見
的
な
人
が
集
ま
っ
て
い
た
ら
、
そ
ん
な
組
織
な
ら
ど
ん
ど
ん
減
る
だ
ろ
う

と
私
は
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
心
配
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
状
で
す
。 

 

私
が
組
織
拡
張
委
員
長
で
出
た
時
に
「
日
本
連
盟
は
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
思
っ
た
と
お
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
で
も
っ
と
改
革
を
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

例
え
ば
進
級
も
で
き
て
い
な
い
、
技
能
章
も
取
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
こ
そ
菊
に
も
上
が
ら
な
い
。
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
団
な
ん
か
は
、
菊
ス
カ
ウ
ト
が
１
人
も
出
て
い
な
い
。
人
数
は
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
登
録
を

み
る
と
菊
ス
カ
ウ
ト
が
い
な
い
。
そ
れ
で
安
全
第
一
だ
と
い
う
方
向
で
す
か
ら
、
魅
力
は
無
い
で
し
ょ
う
。 

た
だ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
、
内
申
書
に
書
い
て
も
ら
え
ば
い
い
と
い
う

発
想
で
は
駄
目
で
す
。
も
っ
と
勇
気
を
も
っ
て
体
質
を
改
善
す
る
と
と
も
に
や
は
り
対
症
療
法
、
一
番
危
な

い
と
こ
ろ
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
？ 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
⑤ 

Ｏ
Ｂ
の
人
材
を
活
用
す
べ
き 

】 

今
、
Ｏ
Ｂ
の
方
が
結
構
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
何
故
Ｏ
Ｂ
を
使
わ
な
い
？ 

と
私
は
思
い
ま
す
。

た
だ
の
「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
。
来
賓
と
し
て
行
事
に
招
く
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
で
す
。 

本
当
に
理
解
し
て
く
れ
て
活
躍
し
た
人
は
し
っ
か
り
と
掴
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

例
え
ば
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
、
新
団
を
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｏ
Ｂ
に
ぶ
つ
け
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
地
域
に
人
脈
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
Ｏ
Ｂ
の
人
た
ち
何
人
か
に
中
学
校
区
に
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
団
を
是
非
作
っ
て
欲
し
い
と
、
現
役
の
リ
ー
ダ
ー
も
応
援
し
ま
す
と
そ
う
い
う
方
向
を
何
故
出
せ
な
い

だ
ろ
う
か
？ 

私
は
こ
の
１
８
日
に
、
豊
田
地
区
の
Ｂ
Ｐ
祭
で
講
演
を
せ
よ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
が
一
番
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
に
な
ぜ
活
動
し
て

も
ら
わ
な
い
の
か
？ 

社
長
も
い
る
し
、
定
年
退
職
者
も
い
る
。
そ
の
人
た
ち
の
能
力
を
何
故
活
用
し
な
い

の
か
？ 

１
８
日
に
は
そ
れ
を
提
案
す
る
つ
も
り
で
す
。 

「
死
し
て
後
ま
で
ス
カ
ウ
ト
を
」
と
謳
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
生
き
て
い
る
時
が
勝
負
で
す
か
ら
。
生

き
て
い
る
時
に
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
、
人
づ
く
り
に
成
果
を
上
げ
た
か
、
こ
れ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
死
ん
で

か
ら
石
塔
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
印
を
付
け
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
生
き
て
い
る
時
が
大
事
で
す
。 
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【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
⑥ 

記
録
を
残
し
伝
え
る 

】 

そ
れ
で
や
る
な
ら
ば
是
非
記
録
を
残
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
記
録
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
今
日
ま

で
毎
年
続
け
て
き
た
原
稿
、
あ
る
い
は
長
野
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
綴
じ
込
ん

だ
も
の
で
す
。 

私
が
死
ん
で
も
そ
の
精
神
な
り
が
い
ろ
い
ろ
役
立
つ
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
今
日

の
資
料
も
こ
の
中
に
綴
じ
る
わ
け
で
す
が
、
私
が
死
ん
だ
と
き
に
少
し
で
も
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
⑦ 

努
力
す
る
こ
と
と
ノ
ル
マ 

 

「
努
力
し
て
い
れ
ば
成
果
が
出
て
く
る
。
能
力
が
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
」 

】 

今
日
は
組
織
拡
張
委
員
長
さ
ん
が
た
く
さ
ん
お
見
え
で
す
が
、
本
当
に
組
織
拡
張
の
た
め
に
懸
命
に
努
力

し
ま
し
た
か
？ 

口
幅
っ
た
い
こ
と
を
言
う
よ
う
で
す
が
、
努
力
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？ 

努
力
し
て
い
れ
ば

歩
留
ま
り
は
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
増
え
ま
す
。
そ
れ
が
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
今
日
お
集
ま
り
の
方
々
が

が
ん
ば
っ
て
い
な
い
と
。
あ
る
い
は
も
っ
と
ひ
ど
い
こ
と
を
言
う
と
能
力
が
無
い
と
。 

努
力
し
て
い
れ
ば
成
果
が
出
て
く
る
。
能
力
が
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
。 

「
努
力
し
て
い
ま
す
、
努
力
し
て
い
ま
す
」「
会
議
を
も
っ
て
い
ま
す
」「
５
ヵ
年
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
」

と
言
っ
て
も
「
絵
に
描
い
た
ぼ
た
も
ち
」
で
は
ど
う
し
よ
う
が
な
い
。
問
題
は
気
が
つ
い
た
人
が
自
分
の
役

職
を
完
全
に
果
た
す
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
努
力
を
す
る
の
か
？ 

こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
人
た
ち
が
動
い
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？ 

例
え
ば
、
私
が
こ
う
や
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
で
、
皆
さ
ん
方
が
影
響
を
受
け
て
少
し
で
も
役
立
つ
よ

う
な
も
の
に
成
っ
て
行
く
事
を
期
待
し
て
い
る
訳
で
す
。 

で
す
か
ら
記
録
は
是
非
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
講
演
会
へ
出
て
行
く
と
き
は
必
ず
資
料
を
用
意
し
て
い

き
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
言
葉
と
い
う
の
は
、
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
れ
に
受
け
止
め
る
人
も
５
０
人
い
た
ら
５
０
人
通
り
で
す
か
ら
伝
わ
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
地
区
の
体
質

改
善
、
県
連
の
体
質
改
善
、
委
員
会
の
体
質
改
善
そ
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
ら
な
い
と
。「
や

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
だ
け
で
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」
で
は
何
も
判
っ
て
い
な
い
。
結
果
が
出
て

い
な
い
。
だ
か
ら
悪
く
言
え
ば
ノ
ル
マ
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ど
う
し
て
欲
し
い
の
か
、
「
こ
の
団
は
つ
ぶ
れ
か
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
絶
対
つ
ぶ
し
て
は
な
ら
な
い
よ
。

そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
よ
」。
こ
れ
は
ノ
ル
マ
で
す
。
や
は
り
情
報
組
織
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
で

攻
め
て
い
か
な
い
と
、
言
葉
で
「
統
計
資
料
で
は
こ
う
で
す
よ
。
危
篤
団
が
何
個
団
あ
り
ま
す
よ
」
だ
け
じ

ゃ
済
ま
さ
れ
な
い
の
で
す
。 

真
剣
に
な
れ
ば
必
ず
伝
わ
り
ま
す
。
可
能
性
を
信
じ
て
が
ん
ば
れ
ば
出
来
ま
す
。
１
人
じ
ゃ
ど
う
し
よ
う

も
な
い
。
も
っ
と
動
か
し
上
手
に
な
ら
な
い
と
。
大
勢
の
人
た
ち
に
火
を
付
け
て
皆
で
動
い
て
も
ら
う
、
自

分
を
含
め
て
。
そ
う
い
う
考
え
方
で
あ
れ
ば
必
ず
成
果
は
表
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
プ
レ
イ
が
大
切
で
す
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
⑧ 

マ
ン
ネ
リ
化
の
排
除 

】 

そ
れ
か
ら
優
れ
た
組
織
と
い
う
も
の
は
必
ず
発
展
を
す
る
も
の
で
す
。
マ
ン
ネ
リ
は
駄
目
で
す
。 

マ
ン
ネ
リ
化
、
組
織
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
ら
ど
ん
ど
ん
衰
退
し
ま
す
。 

昔
の
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
の
資
料
だ
け
で
今
の
子
ど
も
た
ち
を
導
こ
う
と
思
っ
て
も
駄
目
で
す
。 
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実
修
所
や
研
修
所
に
行
っ
た
か
ら
い
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
で
す
。
あ
れ
は
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
り
、

あ
と
は
自
分
の
応
用
で
す
。 

だ
か
ら
マ
ン
ネ
リ
は
駄
目
。
企
業
で
い
う
と
不
二
家
が
い
い
例
で
す
。 

日
本
連
盟
、
県
、
地
区
、
団
、
そ
れ
ぞ
れ
が
理
念
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
れ
ば
方
法
は
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
１
０
年
変
わ
ら
ず
や
っ
て
い
る
」
こ
れ
は
後
退
で
す
。「
今
年
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
る
よ
、
あ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
る
よ
」
と
キ
ャ
ン
プ
を
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
キ
ャ
ン
プ
を
去
年

よ
り
も
っ
と
い
い
刺
激
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
、
感
激
し
て
く
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
持
っ
て
い
く

と
い
う
も
の
が
無
い
と
駄
目
で
す
。 

同
じ
ス
タ
イ
ル
で
先
年
度
や
っ
て
成
果
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
で
や
れ
ば
い
い
と
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ
な

い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
マ
ン
ネ
リ
は
駄
目
で
す
。
皆
さ
ん
方
が
地
区
、
県
連
し
っ
か
り
と
内
容
を
見
て
い

た
だ
い
て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
こ
れ
は
是
非
評
価
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
⑨ 
「
サ
ロ
ン
で
は
駄
目
。
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
で
は
駄
目
」 

】 

そ
れ
か
ら
次
は
、
会
議
の
体
質
で
す
。
こ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
日
本
連
盟
も
県
連
盟
も
そ
う
で
す
が
、

主
催
を
す
る
側
は
た
た
き
台
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「
皆
で
集
ま
っ
て
意
見
を
言
い
ま
し
ょ
う
」
こ
れ
は
駄
目
。 

主
催
を
す
る
立
場
の
人
は
、
今
日
は
何
を
訴
え
る
の
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
方
向
付
け
た
い
の
か
、
必
ず

た
た
き
台
を
用
意
し
て
い
る
。
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
い
い
も
の
じ
ゃ
な
く
て
い
い
の
で
す
。
た
た
き
台
を
用

意
し
て
、
皆
で
相
談
し
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に
し
て
、
そ
し
て
実
践
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
会

議
を
是
非
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

た
だ
理
事
会
が
あ
っ
て
原
案
が
示
さ
れ
て
「
ご
も
っ
と
も
」
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は
、
マ
ン
ネ
リ
で
す
。 

「
去
年
と
同
じ
か
」
と
い
う
の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
今
年
は
地
区
ラ
リ
ー
を
や
る
と
か
、
ど
う
い

う
点
で
違
っ
た
も
の
を
や
る
の
か
？ 

そ
こ
で
す
。
そ
の
た
め
の
会
議
で
す
か
ら
、
主
催
す
る
側
が
必
ず
た

た
き
台
を
用
意
し
て
、
そ
の
た
た
き
台
を
基
に
皆
さ
ん
で
協
議
し
て
よ
り
よ
い
結
論
を
導
い
て
い
く
、
こ
う

い
う
会
議
を
是
非
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

サ
ロ
ン
で
は
駄
目
。
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
の
一
体
化
組
織
で
は
駄
目
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
現

状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ス
カ
ウ
ト
運
動
と
い
う
の
は
危
機
で
す
。
こ
の
ま
ま
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
け
ば
日
本
連
盟
も
維
持
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
「
登
録
費
を
上
げ
る
？
」
。
も
っ
と
減
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
の
辺
で
是
非
会
議

の
体
質
を
変
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【 

組
織
拡
張
・
拡
充
に
お
け
る
提
言
⑩ 

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
姿
を
見
て
後
輩
が
あ
こ
が
れ
る
」 

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ま
ず
役
員
は
関
係
の
団
を
標
準
団
に
持
っ
て
い
く
こ
と
、
長
年
や
っ
て
も

ベ
ン
チ
ャ
ー
、
ロ
ー
バ
ー
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
団
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
運
営
上
の
ミ
ス
で

す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
い
な
い
、
し
か
も
地
区
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
も
作
っ
て
い
な
い
、
ボ
ー
イ
で
お
し
ま
い
。
こ

れ
じ
ゃ
運
動
の
成
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
ロ
ー
バ
ー
が
多
く
て
も
駄
目
で
す
。 

私
は
自
分
の
団
を
運
営
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
一
番
の
目
安
で
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
姿
を

見
て
後
輩
が
あ
こ
が
れ
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
な
ろ
う
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

ロ
ー
バ
ー
も
リ
ー
ダ
ー
で
す
か
ら
、
ス
カ
ウ
ト
の
「
あ
こ
が
れ
の
姿
と
い
う
の
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

「
隼
、
富
士
。
格
好
い
い
な
」
そ
こ
へ
持
っ
て
い
か
な
い
と
。
そ
れ
も
育
て
ら
れ
な
い
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よ
う
な
団
運
営
と
い
う
の
は
体
質
が
悪
い
で
す
。 

例
え
ば
１
つ
の
例
を
言
い
ま
す
と
、
私
の
団
は
、
団
行
事
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
全
部
任
せ
て
い
ま
す
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
は
、
部
活
を
や
っ
た
り
、
塾
通
い
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
全
部
任
し
て
や
る
と
皆
仲
間
が
寝
袋

を
持
っ
て
集
ま
っ
て
き
て
、
ス
カ
ウ
ト
ハ
ウ
ス
で
夜
会
議
を
や
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
、
役
割
を
決
め

て
、
そ
し
て
朝
帰
っ
て
い
く
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
姿
が
ボ
ー
イ
の
あ
こ
が
れ
の
姿
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。 

だ
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
歌
の
指
導
を
や
っ
た
り
、
タ
ク
ト
振
っ
た
り
や
っ
て
い
る
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は

最
初
あ
ま
り
声
が
出
な
い
も
の
で
す
が
、
何
回
も
リ
ハ
ー
サ
ル
を
や
っ
て
自
信
を
も
た
せ
て
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
め
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
「
や
っ
た
！
」
と
い
う
満
足
感
で
、「
よ
し
、
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
や
る
ぞ
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
っ
た
ら
夜
遅
く
集
ま
っ
て
も
い
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
夜
遅
く

集
ま
っ
て
き
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
っ
て
分
担
を
し
て
、
そ
し
て
帰
っ
て
部
活
に
行
っ
た
り
、
学
校
に
行
っ
た

り
…
。 

ベ
ン
チ
ャ
ー
く
ら
い
に
な
る
と
こ
れ
が
出
来
る
。
だ
か
ら
是
非
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育
て
て
欲
し
い
。
ベ
ン
チ

ャ
ー
に
機
会
を
与
え
て
欲
し
い
。
先
ほ
ど
私
が
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
新
団
を
作
る
の
に
ロ
ー
バ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
し
た
ら
成
功
し
た
、
こ
れ
と
一
緒
で
す
。
団
の
行
事
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
や
れ
ば
い
い
。
ベ
ン
チ
ャ

ー
が
そ
れ
だ
け
が
ん
ば
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
進
級
さ
せ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

 

【 

「
能
力
の
無
い
子
で
も
努
力
す
れ
ば
進
級
が
出
来
る
」 

】 

肝
心
な
精
神
が
駄
目
だ
と
い
う
訳
じ
ゃ
な
く
て
、
本
当
に
前
向
き
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た
ら
そ
れ
だ
け
評
価

し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
な
り
報
告
な
り
を
何
故
し
な
い
の
か
？ 

型
ど
お
り
に
「
こ
れ
が
で
き
て
い
な
い
」「
あ
れ
が
で
き
て
い
な
い
」
と
ケ
チ
を
つ
け
る
こ
と
に
終
始
し
て

い
て
は
、
い
い
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
の
で
す
。 

能
力
の
有
る
子
と
無
い
子
が
お
り
ま
す
か
ら
「
能
力
の
無
い
子
で
も
努
力
す
れ
ば
進
級
が
出
来
る
よ
」
と

い
う
ふ
う
に
持
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
魅
力
は
無
い
で
し
ょ
う
。 

是
非
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
を
地
区
で
し
っ
か
り
育
て
て
、
そ
れ
が
憧
れ
の
先
輩
の
姿
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
持
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

昔
は
ボ
ー
イ
の
姿
で
し
た
が
、
今
は
違
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
。
い
く
ら
で
も
い
い
考
え
が
出
て
き

ま
す
。
任
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
れ
で
隊
長
が
そ
れ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
是
非

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

【 

指
導
者
の
資
質
向
上
が
最
も
重
要 

】 

そ
れ
か
ら
４
番
目
、
最
後
で
す
が
、
こ
の
指
導
者
の
資
質
向
上
と
い
う
の
は
、
団
で
い
え
ば
本
当
に
大
事

な
こ
と
で
す
。 

ス
カ
ウ
ト
出
身
の
指
導
者
が
定
着
し
な
い
。
大
学
へ
行
っ
て
そ
の
ま
ま
職
場
に
行
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は

口
実
で
す
。
私
の
団
だ
っ
て
ロ
ー
バ
ー
は
ち
ゃ
ん
と
定
着
し
ま
し
た
。
そ
し
て
隊
長
も
ス
カ
ウ
ト
上
が
り
が

や
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
市
街
化
区
域
だ
っ
た
ら
な
お
さ
ら
出
来
る
で
し
ょ
う
？ 

農
村
地
域
で
本
当
に
人
口
が
増
え
な
い
と
こ
ろ
で
も
や
れ
る
の
で
す
か
ら
、
や
れ
な
い
と
い
う
口
実
は
や

ら
な
い
た
め
の
口
実
で
あ
っ
て
、
や
る
気
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
し
て
、
ス
カ
ウ
ト
も
指
導
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
カ
ウ
ト
が
指
導
者
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
満
足
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
当
に
地
域
の
、
職
場
の
、
あ
る
い
は
社
会
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の
指
導
者
に
育
て
る
と
い
う
目
標
の
中
に
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
重
要
な
「
備
え
よ
。
常
に
」
と
い
う
の
は
、
そ
こ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

学
習
塾
に
行
っ
た
り
、
部
活
動
に
行
っ
た
り
す
る
よ
う
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
ロ
ー
バ
ー
で
も
ち
ょ
っ
と
発
想

を
変
え
れ
ば
、
結
構
、
集
会
が
出
来
ま
す
。
皆
が
集
ま
れ
る
時
を
探
せ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

勝
手
に
リ
ー
ダ
ー
が
「
こ
の
日
に
集
会
し
よ
う
」
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
。
班
長
に
渡
し
て

「
場
所
も
時
間
も
決
め
て
い
い
ぞ
」
と
、
こ
れ
だ
っ
た
ら
出
来
ま
す
。 

大
人
の
、
リ
ー
ダ
ー
の
一
存
で
「
子
ど
も
の
た
め
の
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
も
の
は
「
子
ど
も
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
」。
こ
れ
が
目
的
で
あ
り
、
原
点

で
あ
っ
た
ら
そ
の
中
で
発
想
し
て
い
く
こ
と
が
意
欲
的
な
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
は
自
分
の
経
験
で
申
し
上
げ
て
い
る
訳
で
す
。
や
れ
な
い
こ
と
を
い
く
ら
申
し
上
げ
て
も
し
ょ
う
が
な
い

の
で
、
私
が
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
皆
様
方
に
今
日
は
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【 

今
ま
で
の
実
践
に
基
づ
く
提
案
項
目 

「
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
事
」 

】 

今
お
配
り
し
て
い
る
の
は
、
古
い
資
料
で
す
。
平
成
５
年
に
私
が
愛
知
連
盟
で
最
後
に
組
織
拡
張
委
員
長

と
し
て
団
委
員
長
研
修
協
議
会
を
持
ち
ま
し
た
。
当
時
３
０
０
名
ほ
ど
の
団
委
員
長
に
資
料
を
配
っ
て
い
ろ

い
ろ
と
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。
皆
様
に
差
し
上
げ
た
の
は
、
そ
の
中
の
一
部
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
具

体
的
に
、
や
れ
そ
う
な
こ
と
を
皆
様
方
に
提
案
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
提
案
し
た
限
り
は
、
や
る
よ
う
に
仕
向
け
、
チ
ェ
ッ
ク
し
、
評
価
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
よ
く
や
っ
た
な
」
「
歩
留
ま
り
が
減
っ
た
」
「
１
人
増
や
し
た
。
す
ご
い
ぞ
」
そ
う
い
う
評
価
も
や
は
り
大

事
で
す
。「
各
団
１
人
ス
カ
ウ
ト
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
団
の
状
況
が
違
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
対
象
者
が
い
る
と
い
う
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
調
整
区
域
、
農
村
区
域
と
い
う
地
域
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
団
委
員
長
に
働
き
か
け
る
に
し
て
も
実
態
に
即
し
て
い
ろ
ん
な
方
法
で
訴
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

私
は
組
織
拡
張
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
会
の
た
び
に
提
案
事
項
と
か
実
践
事
項
を
渡
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
渡
し
て
き
た
も
の
を
事
務
局
で
ま
と
め
て
い
た
だ
き
「
し
っ
か
り
や
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
皆
様
に
も
配
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
「
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
事
」
で
す
。
自
分
は
忘
れ
て
い
る
わ

け
で
す
が
、「
こ
の
と
き
に
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
た
の
か
」「
こ
れ
は
今
で
も
活
か
せ
る
な
」「
今
で
も
使
え

る
な
」
と
い
う
も
の
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
是
非
記
録
を
し
っ
か
り
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。（
資
料

を
配
布
） 

 

【 

身
体
で
語
れ
る
指
導
者
が
感
動
を
与
え
る 

】 

私
は
こ
こ
６
年
ほ
ど
、
大
学
の
集
中
講
義
で
「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
そ
の
時
に
使
っ
た
も
の
の
一
部
で
す
。 

例
え
ば
「
身
体
で
語
れ
る
指
導
者
を
」
と
表
現
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
は
第
７
回
の
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
た
時
に
、
台
風
に
遭
い
大
変
苦
労
し
た
時
の
こ
と
で

す
。
台
風
の
た
め
雨
水
は
一
瞬
に
し
て
川
と
な
り
テ
ン
ト
が
流
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
る
隊
長
が

自
隊
の
フ
ラ
イ
テ
ン
ト
を
裂
い
て
そ
れ
を
土
嚢
代
わ
り
に
し
て
友
団
を
助
け
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

を
で
き
る
指
導
者
と
い
う
の
は
す
ご
い
で
す
。
こ
の
こ
と
に
感
激
し
た
１
人
で
す
が
、
こ
う
い
う
優
れ
た
指
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導
者
も
い
る
、
隊
長
も
い
る
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
全
日
本
社
会
教
育
連
合

会
か
ら
原
稿
を
頼
ま
れ
た
と
き
に
書
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
い
つ
ま
で
も
使
え
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は

大
事
で
す
。 

 

【 

一
人
ひ
と
り
を
指
導
者
に 

個
々
の
ス
カ
ウ
ト
の
能
力
も
活
用
す
べ
き 

】 

次
は
「
一
人
ひ
と
り
を
指
導
者
に
」
で
す
。
一
人
一
人
を
指
導
者
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。 

日
本
で
は
講
師
、
先
生
と
い
う
と
、
肩
書
き
が
あ
っ
て
大
学
の
先
生
み
た
い
な
人
が
講
師
だ
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
高
校
生
だ
っ
て
立
派
な
指
導
者
で
す
。 

「
一
人
ひ
と
り
を
指
導
者
に
」
の
後
半
に
、
３
０
年
前
に
ト
ー
ラ
ン
ス
市
（
注
記
：
ア
メ
リ
カ
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
郊
外
の
新
興
都
市
）
に
行
っ
た
時
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

高
校
の
体
育
館
で
子
ど
も
た
ち
が
体
操
を
し
て
い
ま
し
た
。「
先
生
は
？
」
と
思
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
誰
も

い
な
い
。
そ
こ
の
女
子
体
操
部
員
が
指
導
者
に
な
っ
て
小
学
生
を
マ
ッ
ト
運
動
や
鉄
棒
運
動
を
や
ら
せ
て
い

る
。
保
護
者
は
体
育
館
の
回
り
で
そ
れ
を
見
て
い
る
。
そ
れ
で
聞
き
ま
す
と
、「
本
当
に
い
い
で
す
よ
。
身
近

な
存
在
の
お
姉
さ
ん
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
る
の
で
、
本
当
に
よ
く
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
わ
か
り
ま

す
」
と
…
。 

私
は
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
学
歴
と
か
資
格
と
か
よ
り
も
、
皆
が
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
持
っ
て
い
る
能
力
を
何
故
使
わ
な
い
の
か
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
だ
っ
て
そ
う
で
す
。
部

活
動
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
能
力
を
何
故
使
わ
な
い
の
か
。
隊
長
だ
け
が
指
導
者

じ
ゃ
な
い
、
一
人
一
人
を
指
導
者
に
す
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
表
現
し
ま
し
た
。 

も
う
一
枚
の
「
張
り
合
い
、
生
き
甲
斐
の
持
て
る
生
活
を
し
よ
う
」
と
い
う
、
こ
れ
も
大
事
で
す
。
誰
も
、

不
幸
に
な
り
た
い
と
い
う
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
皆
幸
せ
に
な
り
た
い
、
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
張
り
合
い

の
あ
る
生
活
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
そ
れ
に
指
導
者
と
し
て
応
え
て
あ
げ
る
た
め
に
は
知
識

を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

【 

ス
カ
ウ
ト
の
基
本
的
欲
求
を
確
認 

 

「
そ
れ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
」 

】 

そ
れ
で
「
基
本
的
欲
求
は
、
人
間
の
本
質
で
あ
る
」
と
い
う
項
目
に
簡
単
に
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
人
間

の
基
本
的
欲
求
は
、
愛
情
欲
求
（
愛
さ
れ
た
い
欲
求
）
、
支
配
欲
求
（
や
り
た
い
こ
と
が
実
現
で
き
る
欲
求
）
、

承
認
欲
求
（
認
め
ら
れ
た
い
欲
求
）
、
所
属
欲
求
（
気
の
お
け
る
仲
間
が
い
る
欲
求
）
、
安
全
感
欲
求
（
不
安

が
な
く
安
全
で
お
り
た
い
欲
求
）
、
そ
し
て
大
人
だ
け
の
性
愛
欲
求
の
６
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
も
過
去
、
相
談
所
長
な
ど
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
訪
れ
る
少
年
達
に
基
本
的
な
欲
求
を
当
て

は
め
て
み
る
と
、
２
つ
も
３
つ
も
欲
求
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
お
か
し
な
行
動
を
取
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
。 

欲
求
不
満
に
さ
せ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。 

「
非
行
し
ち
ゃ
い
か
ん
」
「
自
殺
を
や
め
よ
」
と
現
象
を
い
く
ら
追
っ
て
い
て
も
問
題
は
解
決
し
な
い
。 

ス
カ
ウ
ト
が
出
て
こ
な
い
。
何
故
欠
席
し
た
の
か
。
叱
り
飛
ば
し
た
っ
て
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
ス
カ
ウ

ト
の
基
本
的
欲
求
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
子
は
「
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
承
認
欲
求
」
が
欠
け
て
い
る
、
な
ら
ば
も
っ
と
認
め
る
よ
う
に
機
会

を
作
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
家
に
帰
っ
た
っ
て
劣
等
感
の
塊
（
か
た
ま
り
）
だ
な
と
。
そ
う
い
う
こ
と
が
す

ぐ
に
判
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
方
策
が
出
て
き
ま
す
。
欲
求
不
満
の
結
果
が
い
ろ
ん
な
社
会
的
な
現
象
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
す
。 
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フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
て
社
会
生
活
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
１
つ
の
目
安
と
し

て
、
そ
こ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。 

人
間
が
幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ
と
や
人
間
の
価
値
と
い
う
も
の
は
、
頭
が
い
い
、
悪
い
と
か
、
顔
が
い
い
、

悪
い
と
か
、
成
績
が
ど
う
だ
、
こ
う
だ
で
は
無
い
の
で
す
。
精
一
杯
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
こ
そ
価
値

が
あ
る
。
し
か
も
自
分
の
能
力
を
他
に
役
立
て
て
い
る
、
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
価
値
が
あ

る
。 障

害
の
あ
る
人
で
も
そ
う
で
す
。
そ
し
て
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
必
要
な
人
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
間
の
価
値
の
秩
序
を
し
っ
か
り
保
っ
て
い
か
な
い
と
犯
罪
の
絶
え
な
い
社
会

が
出
来
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
書
き
記
し
て
い
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 

【 

意
欲
と
自
主
性
を
育
む 

「
や
る
気
に
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」 

】 

最
後
に
「
意
欲
・
自
主
性
を
育
む
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
要
は
や
る
気
に
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

何
で
も
そ
う
で
す
。
や
る
気
に
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
動
機
付
け
を
し
て
、
成
功
体
験
を
さ
せ

て
そ
し
て
満
足
感
を
与
え
る
、
そ
う
す
れ
ば
や
る
気
に
な
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
指
導
者
と
し
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

意
欲
的
に
な
れ
ば
、
ほ
っ
と
い
て
も
や
り
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
も
一
緒
で
す
。
そ
ん
な
訳
で

や
る
気
に
さ
せ
る
に
は
と
い
う
表
現
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

以
上
勝
手
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
中
で
時
間
が
ま
い
り
ま
し
た
。
後
は
皆
様
方
か
ら
ご
質
問
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
答
え
ら
れ
る
こ
と
は
お
答
え
し
ま
す
。 

  

《 

以
下
、
参
加
者
と
の
質
疑
応
答 

》 

 

（
質
問
１
） 

資
料
２
頁
の 

登
録
「
ス
カ
ウ
ト
数
に
よ
る
団
・
隊
の
健
全
度
診
断
の
推
移
表
」
に
お
け
る
「
危

篤
、
要
入
院
」
等
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
、
こ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
は
躊
躇
い
が
あ
り
ま
す
が
？ 

 

豊
田
地
区
の
登
録
数
で
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
で
い
え
ば
標
準
目
標
数
が
１
０
名
、

最
低
目
標
数
が
３
名
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
願
わ
く
ば
、
２
０
名
以
上
に
な
れ
ば
非
常
に
安
定
し

た
隊
に
な
り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
下
の
方
に
「
登
録
数
に
よ
る
健
全
度
診
断
の
推
移
」
が
書
い
て
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
一
つ
の
目
安
で
す
。
で
す
か
ら
絶
対
で
は
無
い
訳
で
す
。
一
つ
の
目
安
と
し
て
こ
う
い
う

表
現
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
総
合
的
に
言
い
ま
す
と
ス
カ
ウ
ト
数
が
２
９
名
以
下
で
は
隊
活
動
も
あ
る
い

は
団
活
動
が
う
ま
く
い
く
訳
が
な
い
。
ロ
ー
バ
ー
隊
だ
け
の
隊
と
い
う
な
ら
別
で
す
が
、
も
っ
と
ス
カ
ウ
ト

を
増
や
し
て
い
か
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
健
康
状
態
か
ら
い
え
ば
危
篤
に
あ
る
、
放
っ

て
置
け
ば
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
こ
う
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
い
い
表
現
が
あ
れ
ば

置
き
換
え
て
も
結
構
で
す
。
そ
れ
か
ら
要
入
院
は
３
０
名
以
上
３
９
名
ま
で
、
こ
れ
は
入
院
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
よ
う
な
緊
迫
し
た
状
態
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
４
０
名
以
上
、
こ
れ
は
要
治
療
。
こ
れ
は
薬
を

飲
ま
せ
て
治
療
し
な
け
れ
ば
い
い
状
態
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
れ
は
一
つ
の
努
力
目
標
、
物
差
し
と
し
て
こ
う
い
う
表
現
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
危
篤
団
が
悪
け
れ

ば
他
の
表
現
で
も
結
構
で
す
。
私
が
勝
手
に
書
い
た
も
の
で
す
か
ら
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
ア
レ
ン
ジ
な
さ
っ
て

も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。 
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 （
質
問
２
） 

地
域
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
評
価
基
準
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
で
よ
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。
又
行
政
区
を
越
え
た
活
動
を
し
た
い
が
、
き
っ
か
け
に
な
る
ヒ
ン
ト
が
欲
し
い
の
で
す

が
？ 

 

１
つ
の
単
位
団
の
運
営
を
考
え
た
場
合
に
は
あ
る
程
度
ス
カ
ウ
ト
の
人
数
が
集
ま
ら
な
い
と
継
続
が
で
き

な
い
。
立
ち
上
げ
て
そ
れ
で
「
お
し
ま
い
」
な
ら
一
握
り
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ず
っ
と
継
続
し
て
初

め
て
大
き
な
成
果
が
あ
る
。
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
て
、
そ
の
大
人
が
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
み
る
よ

う
な
、
継
続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
頭
に
お
い
て
地
域
の
エ
リ
ア
を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
山
間
部
で
あ
れ
ば
、
小
さ
な
１
個
班
を
い
く
つ
か
作
り
、
そ
れ
ら
が
集
ま
っ
て
合
同

で
１
つ
の
隊
を
作
ろ
う
と
い
う
発
想
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
は
地
域
性
を
考
え
て
や
っ
て
い
た
だ
け

ば
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
の
は
標
準
団
と
い
う
の
は
長
い
目
で
み
る
と
こ
う
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
申
し
上
げ
た
よ
う
に

ス
カ
ウ
ト
が
ど
ん
ど
ん
成
長
で
き
て
、
先
輩
を
見
て
育
っ
て
い
く
、
先
輩
が
ま
た
後
輩
を
み
る
、
そ
う
い
う

組
織
を
是
非
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

例
え
ば
私
の
豊
田
で
も
あ
る
団
は
、
地
元
で
は
な
く
て
全
市
的
に
集
め
て
作
っ
た
団
で
す
。
そ
れ
で
増
え

た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
地
域
に
戻
っ
て
ま
た
２
個
団
作
っ
た
け
れ
ど
も
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
団
も
危

な
く
な
っ
て
今
必
死
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
あ
く
ま
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遠
く
か
ら
人
を
集
め
る
と
い
う
発
想
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
地
域
に

根
差
し
た
活
動
、
組
織
で
い
う
と
子
ど
も
会
的
な
活
動
、
そ
し
て
精
神
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
広
い
国
際
性

を
も
つ
よ
う
な
組
織
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
構
成
さ
れ
た
ら
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
の
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
だ
け
で
縛
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
中
学
校
の
中
で
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
を
や
っ
て
み
た
ら
良
か
っ
た
と
い
う
例
を
お
話
し
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
例
が
あ
っ
て
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 （
質
問
３
） 

地
区
ご
と
の
班
づ
く
り
は
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
と
と
ら
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

そ
れ
が
グ
リ
ー
ン
バ
ー
だ
と
思
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
子
ど
も
を
通
し
て

ま
た
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
影
響
及
ぼ
す
リ
ー
ダ
ー
だ
と
思
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 （
質
問
４
） 

今
よ
り
上
を
望
む
た
め
に
社
会
環
境
の
変
化
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？ 

 

人
間
と
い
う
の
は
、
た
だ
よ
り
良
き
日
本
人
で
あ
れ
ば
い
い
と
か
、
あ
る
い
は
家
庭
人
で
あ
れ
ば
い
い
と

か
そ
う
い
う
狭
い
感
覚
だ
と
国
際
社
会
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
世
界
の
中
の
日
本
で
あ
り
、
世
界

の
中
の
地
域
社
会
で
あ
る
と
捉
え
て
い
き
ま
す
と
、
優
れ
た
人
物
と
い
う
の
は
国
際
的
に
通
用
す
る
人
物
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
視
野
を
広
く
し
て
自
分
だ
け
が
幸
せ
に
な
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
周
囲
の
人
も
幸

せ
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
心
の
ゆ
と
り
の
あ
る
人
で
な
け
れ
ば
世
の
中
は
良
く
な
ら
な
い
。
そ
し

て
そ
の
理
念
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
同
じ
で
す
。 

私
が
言
い
た
い
の
は
社
会
が
云
々
で
な
く
て
、
そ
れ
を
方
向
付
け
る
の
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
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じ
ゃ
な
い
か
、
そ
し
て
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
で

き
て
い
な
い
。
地
域
の
人
た
ち
や
近
所
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
皆
で
幸
せ
に
な
ろ
う
と
い
う
体
制
が
な
い
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
通
し
て
、
そ
の
精
神
を
多
く
の
人
た
ち
に
持
っ
て
も
ら
う
。
地
域
社
会
の
こ
と
、
自
分

の
子
ど
も
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
近
所
の
子
ど
も
も
含
め
て
幸
せ
に
し
て
い
く
と
い
う
広
い
視
野
に
多
く
の
人
を

も
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
「
一
粒
運
動
」
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

親
御
さ
ん
の
理
解
を
得
て
一
緒
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
考
え
を
持
た
な
い
と
駄
目
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

全
く
伝
え
ず
集
会
を
や
っ
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
私
の
団
で
は
隊
長
が
毎
月
保
護
者
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。
夜
の
７
時
す
ぎ
に
家
事
を
済
ま
せ
て
か

ら
ス
カ
ウ
ト
ハ
ウ
ス
に
集
ま
っ
て
き
て
、「
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
う
で
す
」
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
面
談
も

し
な
が
ら
保
護
者
の
啓
蒙
を
し
て
い
く
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
と
共
に
成
長
し
て

い
こ
う
と
い
う
発
想
が
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

今
の
学
校
の
教
育
が
、
地
域
か
ら
離
れ
た
学
校
だ

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
あ
る
い
は
保
護
者
を
無
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
こ
れ
だ
か
ら
成
功
し
な
い
。 

親
御
さ
ん
を
し
っ
か
り
握
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。「
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
」
と
、
今
度
は
親
が

子
ど
も
た
ち
を
啓
蒙
し
て
い
き
ま
す
。
保
護
者
が
協
力
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
も

大
事
で
す
。
大
人
も
参
加
し
て
「
い
い
な
」
と
い
う
実
感
を
あ
た
え
な
が
ら
啓
蒙
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
地
域
社
会
を
変
え
て
い
く
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

長
年
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
や
っ
て
い
る
と
、
地
域
が
評
価
し
て
く
れ
る
よ
う
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
金
持
ち
の
集
ま
り
だ
と
か
、
エ
リ
ー
ト
だ
と
か
そ
ん
な
ふ
う
に
い
わ
れ
る
よ
う

な
団
活
動
で
は
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。
回
り
の
人
た
ち
か
ら
愛
さ
れ
て
、
回
り
の
人
も
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
方
向
付
け
を
す
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
地
域
の
人
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。 

だ
か
ら
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
組
織
と
い
う
も
の
は
、
す
ご
く
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
な
ぜ
う
ま
く
活
用
し

な
い
の
か
。
こ
れ
は
関
係
者
の
努
力
不
足
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
団
だ
け
じ
ゃ
な
く
も
っ
と

広
い
エ
リ
ア
で
人
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
、
そ
う
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

愛
知
の
お
話
を
し
ま
す
と
、
愛
知
の
役
員
は
す
ご
く
い
い
で
す
。
人
間
が
い
い
。
日
本
連
盟
に
役
員
を
出

す
と
皆
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ど
こ
か
の
県
の
よ
う
に
出
し
て
お
い
た
梯
子
を
取
っ
ち
ゃ
う
よ
う
な
こ
と

で
は
駄
目
で
す
。
そ
う
い
う
人
間
性
の
欠
け
た
リ
ー
ダ
ー
が
い
っ
ぱ
い
居
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
発
展
し
な

い
。
私
が
胸
を
張
っ
て
言
え
る
こ
と
は
、
愛
知
は
理
事
長
を
は
じ
め
「
み
ん
な
い
い
」
の
で
す
。
ま
じ
め
、

そ
し
て
皆
愛
し
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
ど
こ
の
県
よ
り
す
ご
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
離
れ
て
い
て
も
ち

ゃ
ん
と
役
割
を
与
え
て
く
れ
ま
す
か
ら
。 

 

以
上 



表　-　１　　ボーイスカウト日本連盟　「加盟登録者数」の推移

ピーク年 (注：和暦は「年度」表示であり、数値は年度末＝翌年の3/31時点の数字） （ ＝前年度数より「減り幅」減の年）

和暦年度 S58 S59 S60 S61 S62 S63 平成元 H 2 H 3 H 4 H 5 H 6

加盟員総数 331,985 325,574 314,177 305,750 298,651 290,438 276,424 268,818 263,460 261,069 256,688 252,379

（対前年度総数増減数） 5,512 ▲ 6,411 ▲ 11,397 ▲ 8,427 ▲ 7,099 ▲ 8,213 ▲ 14,014 ▲ 7,606 ▲ 5,358 ▲ 2,391 ▲ 4,381 ▲ 4,309

スカウト合計 233,473 227,172 217,456 211,059 204,950 195,508 187,171 181,486 177,026 174,774 170,988 167,316

対前年度スカウト増減数 2,671 △ 6,301 △ 9,716 △ 6,397 △ 6,109 △ 9,442 △ 8,337 △ 5,685 △ 4,460 △ 2,252 △ 3,786 △ 3,672

団数 3,919 3,917 3,909 3,869 3,794 3,743 3,663 3,577 3,484 3,429 3,380 3,338

１こ団平均スカウト数 59.6 58.0 55.6 54.6 54.0 52.2 51.1 50.7 50.8 51.0 50.6 50.1
９NJ 10NJ １１NJ

１．経営責任者　　　　理　事　長

２．経営執行責任者　常務理事 - - - - - - - - - - - 上島真一郎(続く)

３．基準維持責任者　総(本部)ｺﾐｯｼｮﾅｰ

４．組拡窓口責任者　組拡(総務)委員長

５．事務執行責任者　事務局長

【注：標記の氏名後の（　）内は任期年数と任期中S数増減数】

表　-　1　　（上段表の続き）
今 年　度 (対Ｓ５８年

和暦年度 H 7 H 8 H 9 H 10 H 11 H 12 H 13 H 14 H 15 H 16 H 17 H18（確定） ＝ﾋﾟｰｸ年の)
加盟員総数 248,591 247,279 242,782 236,367 230,107 222,560 213,637 207,688 202,069 196,554 188,620 180,466 54.4%

（対前年度総数増減数） ▲ 3,788 ▲ 1,312 ▲ 4,497 ▲ 6,415 ▲ 6,260 ▲ 7,547 ▲ 8,923 ▲ 5,949 ▲ 5,619 ▲ 5,515 ▲ 7,934 ▲ 8,154 －

スカウト合計 164,467 163,736 159,692 154,292 148,914 142,443 135,118 130,460 126,929 122,766 116,841 110,746 47.4%

対前年度スカウト増減数 △ 2,849 △ 731 △ 4,044 △ 5,400 △ 5,378 △ 6,471 △ 7,325 △ 4,658 △ 3,531 △ 4,163 △ 5,925 △ 6,095 －

団数 3,289 3,255 3,222 3,187 3,159 3,117 3,059 3,020 2,977 2,917 2,860 2,791 ▲ 1,128

１こ団平均スカウト数 50.0 50.3 49.6 48.4 47.1 45.7 44.2 43.2 42.6 42.1 40.9 39.7 -19.9人
１２NJ １３NJ １４ＮＪ

１．経営責任者　　　　理　事　長 橋本綱夫(△6,095)

２．経営執行責任者　常務理事

- - (杉原　正） (杉原　正） (杉原　正) (石田　文夫) (石田　文夫) - - - - -

３．基準維持責任者　総(本部)ｺﾐｯｼｮﾅｰ

４．組拡窓口責任者　組拡(総務)委員長

５．事務執行責任者　事務局長 金井昭二(△6,095)

上島真一郎（１３年間　△60,242）

鈴木国夫（４年間　△19,677）

富岡賢一（４年間　△19,677）

若山裕司（３年間　△13,619）高井英行（５年間　△29,232）

鈴木国夫（４年間　△21,293）

石川嘉唯（３年間　△7,624）

渡邊富昭（２年間　△12,020）

井深　大（１０年間　△59,856）

鈴木了正（６年間　△28,192）村田正雄（６年間　△35,294）

寺尾一郎（２年間　△3,630）

石川一郎（５年間　△25,852） 荒尾雅也（７年間　△37,634）

石田菊美（続く）

石田菊美（４年間　△11,038）

佐波正一（11年間　△50,475）

杉原　正（６年間　△24,873）

東野一郎（２年間　△3,630） 小林　明（４年間　△31,664） 宇野眞之（４年間　△20,734）

伊藤智是（２年間　△12,020）



表　－　２ 　平成１７～１８年度における「※組織拡充１１事業」への、県連盟の参加状況表

行事名 ① ② ③ ④ ⑤～⑪ ①～⑪ 行事名 ① ② ③ ④ ⑤～⑪ ①～⑪
県 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 １４ＮＪ Ｈ１８年度 H17-18 １１事業 県 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 １４ＮＪ Ｈ１８年度 H17-18 １１事業
№ 組織拡充 全国大会 組織拡充 組織拡充 県連訪問 参加状況№ 組織拡充 全国大会 組織拡充 組織拡充 県連訪問 参加状況
県連盟 セミナー ﾃｰﾏ集会 談論ｺｰﾅｰ セミナー (７県事業) (回数) 県連盟 セミナー ﾃｰﾏ集会 談論ｺｰﾅｰ セミナー (７県事業) (回数)

０１ 北海道 0 ２５ 滋　賀 1 1 2
０２ 青　森 1 1 ２６ 京　都 1 1 1 1 1 5
０３ 岩　手 1 1 1 3 ２７ 兵　庫 1 1 1 3
０４ 宮　城 1 1 ２８ 奈　良 1 1 1 1 1 5
０５ 秋　田 1 1 2 ２９ 和歌山 1 1
０６ 山　形 1 1 ３０ 大　阪 1 1 1 3
０７ 福　島 1 1 2 ３１ 鳥　取 1 1
０８ 茨　城 1 1 1 3 ３２ 島　根 1 1
０９ 栃　木 1 1 2 ３３ 岡　山 1 1 2
１０ 群　馬 1 1 　 1 3 ３４ 広　島 1 1 1 3
１１ 埼　玉 1 1 ３５ 山　口 1 1 2
１２ 千　葉 1 1 1 1 4 ３６ 徳　島 1 1
１３ 神奈川 1 1 2 ３７ 香　川 1 1 1 1 4
１４ 山　梨 0 ３８ 愛　媛 1 1 1 1 4
１５ 東　京 1 1 2 ３９ 高　知 0
１６ 新　潟 1 1 ４０ 福　岡 1 1 1 1 1 5
１７ 富　山 1 1 ４１ 佐　賀 0
１８ 石　川 1 1 1 3 ４２ 長　崎 1 1
１９ 福　井 1 1 2 ４３ 熊　本 0
２０ 長　野 1 1 1 3 ４４ 大　分 1 1 1 1 1 5
２１ 岐　阜 1 1 2 ４５ 宮　崎 1 1 1 3
２２ 静　岡 1 1 ４６ 鹿児島 0
２３ 愛　知 1 1 1 1 4 ４７ 沖　縄 1 1
２４ 三　重 1 1 2
上記小計 12 12 2 17 3 - 上記小計 15 13 7 13 4 －

参加県連盟数合計 27 25 9 30 7 －
（単位） 県 県 県 県 県 －

注１： ※印＝「組織拡充１１事業」とは、上記表の行事名に記載のある「①～④」までの行事と、７県連盟への訪問事業（計１１）を表す。
注２： 「県連盟」の網掛け＝ は、１１事業のうち、「＊１回でも参加の県連盟」であることを表す。
注３： 「＊」印の過去２年間における「１１事業に１回でも参加の県連盟数＝４１県連盟（41/47＝８７．２％の参加率）」

－　－


